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1 国立国会図書館月報 730号 2022.2

INAKA―山と遊んだ居留外国人たち

益 本 禎 朗

国立国会図書館の蔵書から

　

神
戸
に
は
毎
朝
山
に
登
る
人
た
ち
が
い
る
。「
毎

日
登
山
」
と
よ
ば
れ
る
こ
の
文
化
は
、
明
治
・
大
正

期
に
神
戸
で
暮
ら
し
た
外
国
人
た
ち
の
六
甲
登
山
か

ら
生
ま
れ
、
昭
和
の
初
め
に
は
２
万
人
以
上
が
実
践

し
、
最
近
で
も
４
０
０
０
人
ほ
ど
が
習
慣
に
し
て
い

る
と
い
う（

１
）。

　

今
回
紹
介
す
るIN

A
K

A

は
、
毎
日
登
山
の
起
源

と
な
っ
た
居
留
外
国
人
た
ち
の
登
山
や
ゴ
ル
フ
の
話

題
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
や
記
録
を
収
め
た
英

文
雑
誌
で
あ
る
。
登
山
団
体T

he M
ountain Goats 

of K
obe 

（
神
戸
カ
モ
シ
カ
倶
楽
部（
２
））
の
機
関
誌
と
し

て
18
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
、
編
集
は
同
ク
ラ
ブ
の
リ
ー

ダ
ー
だ
っ
た
英
国
出
身
の
Ｈ
．Ｅ
．ド
ー
ン
ト
が
行
っ

た
。
収
録
さ
れ
た
内
容
は
ド
ー
ン
ト
の
活
動
や
関
心
、

交
友
関
係
に
そ
く
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

彼
の
歩
み
と
と
も
にIN

A
K

A

を
紹
介
し
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
外
国
人
が
六
甲
山
に
登
っ
た
の
は
、
明

治
６
（
１
８
７
３
）
年
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド

と
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
ら
が
初
め
て
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
神
戸
の
居
留
外
国
人
も
増
え
、
明

治
30
（
１
８
９
７
）
年
頃
に
な
る
と
、
彼
ら
は
毎
朝
布

引
の
茶
店
付
近
ま
で
登
山
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

と
い
う
。
日
本
文
化
を
愛
し
『
日
本
精
神
』『
お
ヨ

ネ
と
コ
ハ
ル
』
な
ど
の
著
作
を
残
し
た
モ
ラ
エ
ス

（W
enceslau de M

oraes

）
も
そ
の
一
人
で
、
彼

は
茶
店
で
働
く
姉
妹
の
1
人
に
恋
を
し
、
足
し
げ
く

店
に
通
っ
て
い
る
。
ド
ー
ン
ト
が
バ
キ
ュ
ー
ム
・
オ

今 月 の 一 冊

（右）1 巻の標題紙。The Mountain Goats of Kobe
の機関誌らしく山羊が描かれ、INAKA のサブタイ
トル「六甲山とその他の岩山の思い出」が記載さ
れている。

（左）9 巻より。ドーントが撮影した登山風景。

Inaka, or, Reminiscences of Rokkosan and other 
rocks vol. 1-16, 18
collected and compiled by the Bell Goat, Kobe Herald, 1915.6-
1924.6, 17冊 ; 23cm<請求記号 Ba-627>
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イ
ル
社
の
支
配
人
と
し
て
神
戸
に
や
っ
て
来
た
の

は
、
そ
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
。

　

ド
ー
ン
ト
は
来
日
後
間
も
な
い
時
期
か
ら
六
甲
山

に
登
り
、
や
が
て
登
山
仲
間
ら
と
神
戸
カ
モ
シ
カ
倶

楽
部
を
結
成
す
る
。
彼
ら
の
六
甲
登
山
の
活
動
は
、

六
甲
山
上
の
ゴ
ル
フ
場
が
閉
鎖
さ
れ
る
冬
の
時
期
に

行
わ
れ
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
ル
フ

や
登
山
旅
行
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。IN

A
K

A

所
収
の

活
動
記
録
に
よ
る
と
、
六
甲
登
山
は
週
末
だ
け
で
な

く
ク
リ
ス
マ
ス
や
正
月
な
ど
の
祝
祭
日
に
も
行
わ
れ

て
お
り
、
特
に
ド
ー
ン
ト
と
親
友
Ｊ
．Ｐ
．ワ
ー
レ
ン

は
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
参
加
し
て
い
る
。
彼
ら
は
い
つ

も
山
上
に
あ
る
ド
ー
ン
ト
の
別
荘
で
昼
食
を
と
り
、

シ
ー
ズ
ン
の
開
始
日
と
終
了
日
に
は
パ
ー
テ
ィ
も
開

い
た
。ま
た
、メ
ン
バ
ー
の
う
ち
ド
ー
ン
ト
や
Ｊ
．Ｇ
．

Ｓ
．ゴ
ー
ス
デ
ン
、
長
野
武
之
丞
ら
は
赤
石
岳
（
３
、

１
２
１
ｍ
）
や
剱
岳
（
２
、９
９
９
ｍ
）、
鳳
凰
三
山

（
２
、８
４
１
ｍ
）
な
ど
全
国
各
地
の
山
々
に
も
登
っ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
休
日
の
多
く
を
山
上
で
過
ご
し
て
い

た
ド
ー
ン
ト
が
、
山
好
き
な
友
人
た
ち
と
の
行
楽
や

未
踏
の
地
の
探
索
を
記
録
に
残
し
て
お
き
た
い
と
の

思
い
か
ら
刊
行
し
た
の
がIN

A
K

A

で
あ
る
。
大
正

４
（
１
９
１
５
）
年
の
第
１
巻
刊
行
を
皮
切
り
に
年
１
、

２
冊
の
ペ
ー
ス
で
出
版
さ
れ
、
発
行
部
数
は
１
０
０

～
１
５
０
部
ほ
ど
。
そ
の
多
く
は
登
山
や
ゴ
ル
フ
の

仲
間
た
ち
に
配
ら
れ
た
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
が
付
い

1 巻 よ り。（ 右 ）H.E. ド ー ン ト、（ 左 ）The Mountain 
Goats of Kobe のメンバーら。
写真からもわかるとおり、六甲の山を登る際に彼ら
は犬を連れていた。また、彼らはメンバー同士や登
山道に愛称をつけていたが、犬たちのことも「高貴
なお髭連中（The Noble Whiskers）」という愛称で呼
んでいた。

（右）1 巻より。毎号表紙にも印刷されてい
る六甲山のシンボルマーク。

（左）13 巻より。ドーントが撮影した六甲
山上の風景。
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（左上）9 巻より。大正 7（1918）年 1 月 1 日にドーントが撮影
した登山中の 1 コマ。INAKA には同日の登山記録があり、ドー
ントとワーレンの二人が参加して途中デイビスという人物と合
流したこと、気温は華氏 36 度（摂氏 2 度）だったことなどが書
かれている。なお、ドーントとワーレンは翌日も翌々日も山に
登っている。

（右上）8 巻より。大正 6（1917）年 10 月 14 日 、ドーントが登
山仲間の J.G.S. ゴースデン、長野武之丞らと鳳凰山・地蔵岳を
登攀した際の様子。地蔵岳のオベリスクは明治 37（1904）年
にウォルター・ウェストンが初登頂し、ドーントらは第 3 登（外
国人としては第 2 登）であった。

（右）15 巻に掲載されたドーントの登山記録の一部。

INAKA の表紙は 7 巻まで緑一色だったのが、8 巻以降は青や赤も使われ、時には文字
が銀箔だったりと趣向が凝らされている。最終巻は創刊号と同じ緑に。表紙右下に
記された「BELL GOAT」は H.E. ドーントの愛称で、クラブのメンバーにはそれぞれ「～ 
Goat」という愛称がつけられた。Bell Goat は鈴をつけた山羊、つまり登山のリーダー
の意味だと解されている。

た
１
冊
１
０
０
頁
前
後
の
雑
誌
で
、
価
格
は
５
円
～

７
円
50
銭
と
高
価
で
あ
っ
た
。
最
も
紙
幅
が
割
か
れ

て
い
る
の
は
登
山
関
係
の
報
告
・
記
録
だ
が
、
ウ
ォ

ル
タ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
な
ど
と
交
わ
し
た
私
信
や
新

聞
記
事
等
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、そ
の
雑
駁
さ
か
ら
、

IN
A

K
A

は
ド
ー
ン
ト
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
ス
ク

ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
の
よ
う
な
趣
も
あ
る
。
な
お
、
タ
イ

ト
ル
のIN

A
K

A

と
は
「
条
約
港
の
外
国
人
居
留
地

の
外
に
あ
る
地
域
す
べ
て
」
を
指
し
た
言
葉
だ
と
い

う
。



4国立国会図書館月報 730号 2022.2

　

ま
た
、IN

A
K

A

は
冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
ゴ
ル

フ
関
連
の
記
事
も
多
い
。
こ
れ
は
ド
ー
ン
ト
が
六
甲

山
を
拠
点
に
活
動
す
る
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
に
も
所
属

し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
彼
は
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ

テ
ン
を
務
め
る
な
ど
ゴ
ル
フ
の
腕
も
一
流
だ
っ
た
。

IN
A

K
A

に
は
、
神
戸
と
横
浜
の
ク
ラ
ブ
対
抗
試
合

や
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
な
ど
日
本
の
ゴ

ル
フ
草
創
期
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
の
ほ
か
、
ド
ー

ン
ト
と
ワ
ー
レ
ン
が
早
朝
４
時
か
ら
11
時
間
超
プ

レ
ー
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

登
山
や
ゴ
ル
フ
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
ド
ー

ン
ト
だ
が
、
大
正
10
（
１
９
２
１
）
年
、
彼
は
六
甲
登

山
中
に
両
膝
を
怪
我
し
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
怪
我

の
せ
い
だ
ろ
う
、
登
山
や
ゴ
ル
フ
を
し
た
形
跡
は
こ

れ
以
降
見
ら
れ
な
く
な
る
。
た
だ
、IN

A
K

A

の
出

版
だ
け
は
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

ゴ
ル
フ
の
18
ホ
ー
ル
に
こ
だ
わ
っ
て
刊
行
を
続
け
て

い
た
の
か
、
最
終
18
巻
の
謝
辞
で
は
「IN

A
K

A

は

つ
い
に
コ
ー
ス
を
走
り
終
わ
っ
た
！
」
と
感
慨
が
綴

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
ド
ー
ン
ト
は
日
本
を
離
れ
て
し
ま
う
も

の
の
、
彼
ら
居
留
外
国
人
に
よ
る
山
登
り
は
現
在
に

続
く
文
化
や
活
動
の
大
き
な
端
緒
と
な
っ
た
。
ド
ー

ン
ト
ら
に
触
発
さ
れ
て
日
本
人
た
ち
も
新
た
に
登
山

会
を
組
織
し
、
そ
こ
か
ら
数
多
く
の
登
山
団
体
が
神

戸
で
生
ま
れ
、
次
第
に
毎
日
登
山
も
定
着
し
て
い
っ

た
。
ま
た
、
シ
ュ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ド
や
ト
エ
ン
テ
ィ
ク

ロ
ス
な
ど
、
ド
ー
ン
ト
ら
が
愛
称
で
呼
ん
だ
六
甲
の

登
山
道
は
今
も
そ
の
名
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

ド
ー
ン
ト
ら
居
留
外
国
人
た
ち
は
何
を
思
い
六
甲

の
山
に
登
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。IN

A
K

A

に
掲

載
さ
れ
た
、
あ
る
記
事
の
一
節
を
引
い
て
終
わ
り
た

い
。

　

神
戸
で
暮
ら
す
外
国
人
は

（
中
略
）
徒
歩
旅

行
愛
好
家
に
な
り
易
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
（
中

略
）
１
時
間
で
も
朝
の
散
歩
を
す
れ
ば
、
海
抜
２
．

３
０
０
０
フ
ィ
ー
ト

［
２
０
０
０
～
３
０
０
０
フ
ィ
ー

ト
］
の
山
に
登
る
こ
と
が
で
き
、
山
頂
で
澄
ん
だ
大

気
を
吸
って
家
に
帰
って
く
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ

れ
か
ら
ひ
と
風
呂
浴
び
て
、
全
く
爽
や
か
な
気
分
で

朝
食
を
済
ま
せ
、
い
よ
い
よ
１
日
の
仕
事
に
出
か
け

る
、
こ
ん
な
生
活
を
楽
し
め
る
土
地
は
果
た
し
て
神

戸
以
外
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

8 巻より。ドーントは詩や絵画も嗜んでおり、「The Golf of Rokkosan」と題され
たこのイラストも彼が描いたものである。西村貫一はドーントが帰国する際に
蔵書を譲り受け、それをもとに日本初のゴルフ史書『日本のゴルフ史』を書い
たが、同書見返しにはこのイラストが使われている。
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1 「毎日登山 朝から爽快、もらう元気」『朝日新聞』2017年1月4日朝刊（神
戸・1地方）25 面を参照。
2 Mountain Goat の訳は「山羊」だが、日本に野生の山羊がいないた
め「カモシカ」と訳された経緯があり、現在でも踏襲されている。松
村寿「神戸カモシカ倶楽部山日記」『山書研究』26 号、荒武叶子「六
甲山における近代登山の変容」『兵庫地理』65 号の注 6 を参照。

○参考文献
棚田真輔 編著、松村好浩 監訳『神戸背山登山の思い出』交友プランニ
ングセンター　1988< 請求記号 GC169-E9>
棚田真輔［ほか］共著『プレイランド六甲山史』出版科学総合研究所　
1984< 請求記号 FS41-349>
棚田真輔［ほか］著『居留外国人による神戸スポーツことはじめ考』神
戸商科大学経済研究所　1996< 請求記号 FS22-G21>

棚田真輔 著『居留外国人による神戸スポーツ草創史』道和書院　1981
（再版）< 請求記号 FS22-H33>

新修神戸市史編集委員会 編『新修神戸市史 生活文化編』神戸市　
2020< 請求記号 GC169-M9>
高木應光 著『神戸スポーツはじめ物語』神戸新聞総合出版センター　
2006< 請求記号 FS22-H59>
荒武叶子「六甲山における近代登山の変容」『兵庫地理』65：2020<
請求記号 Z8-3209>

『六甲山に行こう』（別冊山と渓谷通巻 443号）山と溪谷社　2005< 請
求記号 Y94-H12844>
Kwan-Yichi Nishimura: A bibliography of golf based on the compiler's 
private collection of golf literature Masamori Nishimura [1974?]< 請求記
号 FS1-5>
西村貫一 著『日本のゴルフ史 第 2 版』雄松堂書店　1995< 請求記号 
FS35-G83>

6 巻より。明治 40（1907）年 8 月に初めて開催された神戸と横浜
のクラブ対抗試合（インターポートマッチ）での集合写真と、そ
の関連記事。第 1 回は六甲で行われ、ドーントはクラブのキャプ
テンとして開催の手配に奔走し 、選手としても出場した。

18 巻の末尾付近に掲載された作品たち。ドーントは
「仲間たちとの登山」「夕暮時の山景」をテーマにし

たこれらの絵が INAKA の最後を飾るのにふさわしい
と考えたのだろう。
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は
じ
め
に
　

　

２
月
は
園
芸
好
き
に
と
っ
て
心
躍
る
季

節
で
す
。
シ
ク
ラ
メ
ン
に
パ
ン
ジ
ー
、
ビ

オ
ラ
が
華
や
か
に
咲
き
、
そ
こ
に
水
仙
や

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
も
加
わ
り
ま
す
。
園

芸
店
に
い
け
ば
、
ブ
ル
ー
デ
ー
ジ
ー
や
ラ

ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス
な
ど
、
温
室
栽
培
で
一
足

早
く
開
花
さ
せ
た
花
々
が
あ
ふ
れ
、
寒
風

の
中
で
あ
っ
て
も
春
の
訪
れ
を
予
感
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
う
し
た
花
々
の
栽
培
の
手

引
書
と
な
り
、
ま
た
美
し
く
育
て
や
す
く

改
良
さ
れ
た
最
新
の
園
芸
品
種
を
紹
介
し

て
く
れ
る
の
は
、
各
種
の
園
芸
雑
誌
で
す
。

　

園
芸
を
事
業
と
し
て
行
う
に
せ
よ
、
趣

味
と
し
て
楽
し
む
に
せ
よ
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
明
治
時
代
以

降
、
日
本
で
は
世
界
中
に
ル
ー
ツ
を
持
つ

園
芸
植
物
が
輸
入
さ
れ
、
栽
培
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
原
産
地
の
土
壌
や
気

候
に
適
応
し
た
植
物
を
日
本
に
持
っ
て
き

て
栽
培
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
に
難
し

い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
起
こ
り
ま
す
。
肥

沃
な
土
を
好
む
植
物
も
あ
れ
ば
、
嫌
う
も

の
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
夏
の
高
温
多
湿

や
冬
の
寒
さ
に
弱
い
も
の
、
乾
燥
気
味
な

土
を
好
む
も
の
、
直
射
日
光
に
弱
い
も
の

な
ど
、
栽
培
に
当
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の

植
物
の
性
質
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
病
害
虫
に
つ
い
て
の

知
識
も
な
い
と
、
た
だ
た
だ
途
方
に
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
で
初
め
て
園
芸
雑
誌
が
登
場
す
る

の
は
、
明
治
時
代
の
半
ば
で
す
。
本
稿
で

は
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
に
か
け
て
創
刊

さ
れ
た
３
誌
の
園
芸
雑
誌
と
、
そ
れ
ら
の

発
行
に
情
熱
を
注
い
だ
編
集
者
た
ち
を
中

心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
ひ
と
く
ち
に
園
芸
と
い
っ

て
も
、
実
は
い
ろ
い
ろ
な
分
類
方
法
が
あ

り
ま
す
。
栽
培
す
る
も
の
に
着
目
し
て

花か

き卉
園
芸
（
観
賞
用
植
物
）・
果
樹
園
芸
・

蔬そ
さ
い菜
園
芸
（
野
菜
）
に
分
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
し
、
栽
培
目
的
に
着
目
し
て
生
産

園
芸
・
趣
味
園
芸
に
分
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ワ
イ
ン
な
ど
の
加
工

園
芸
、
造
園
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
と
い
っ
た
分
野
も
あ
り
ま
す（

１
）。
都
市
で

生
活
す
る
人
な
ら
、
店
先
を
飾
る
リ
ー
ス

か
ら
街
路
樹
に
至
る
ま
で
、
目
に
す
る
植

物
の
ほ
と
ん
ど
が
園
芸
の
賜
物
と
い
っ
て

も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
非
常
に
多
様
な
園
芸
の
世

界
で
す
が
、
本
稿
で
園
芸
雑
誌
と
し
て
紹

本 の 森 を 歩 く 　 第 2 7 回

明治・大正の園芸雑誌と
近代園芸の啓蒙者たち

中 嶋  恵 子
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介
す
る
も
の
は
、
花
卉
園
芸
を
中
心
と
し
、

果
樹
園
芸
と
加
工
・
装
飾
園
芸
を
取
り
上

げ
た
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
代
の
園
芸
雑
誌
は
近
代

園
芸
の
啓
蒙
期
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
対
象
と
す
る
読
者
層
を
生
産
者
と
愛

好
家
に
明
確
に
分
け
よ
う
と
し
て
い
な
い

傾
向
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
西
洋
な
ど
か

ら
導
入
さ
れ
た
新
し
い
植
物
の
栽
培
や
、

海
外
へ
の
日
本
の
植
物
の
紹
介
と
い
っ
た

新
し
い
試
み
に
対
し
、
双
方
の
知
識
と
経

験
を
寄
せ
合
い
、
日
本
の
園
芸
界
全
体
の

発
展
を
図
る
た
め
の
「
場
」
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

日
本
初
の
園
芸
雑
誌

『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』（
明
治
22
年

４
月
～
昭
和
19
年
９
月
）

　

日
本
に
お
け
る
園
芸
雑
誌
の
嚆こ
う
し矢
は
、

明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
４
月
に
創
刊
さ
れ
た

『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』（
の
ち
に
『
日
本
園

芸
雑
誌
』
に
改
題
）
で
す
。
日
本
初
の
園

芸
団
体
で
あ
る
日
本
園
芸
会
の
発
足
に
伴

い
、
そ
の
会
報
と
し
て
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
は
、
明
治
初
年
か
ら
西
洋

の
優
れ
た
植
物
を
輸
入
し
、
内
藤
新
宿
試

験
場
や
三
田
育
種
場
、
各
地
の
官
園
な

ど
で
栽
培
を
試
み
て
き
ま
し
た
。
明
治
14

（
１
８
８
１
）
年
に
は
「
農
業
の
経
験
や
知

識
の
交
換
を
通
じ
て
農
事
の
改
良
発
展
を

図
る
」
こ
と
を
目
的
に
大
日
本
農
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
が（

２
）、
園
芸
は
農
業
の
一
部

門
と
さ
れ
つ
つ
も
、
立
ち
遅
れ
た
存
在
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
園
芸
会
は
、
園
芸
事
業
の
改
良
発

達
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
明
治
22
年

２
月
に
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に
は
農
商

務
次
官
な
ど
を
務
め
た
花は

な
ぶ
さ房
義よ
し
も
と質
が
就
任

し
ま
し
た
。
２
代
目
会
長
に
は
園
芸
好
き

で
知
ら
れ
る
大
隈
重
信
が
就
任
し
、
21
年

に
わ
た
っ
て
務
め
ま
し
た
。
大
隈
邸
は
会

の
集
会
・
品
評
会
な
ど
の
催
し
の
会
場
と

な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
菊
の
栽
培
や

希
少
な
熱
帯
の
ラ
ン
な
ど
を
集
め
た
温
室

は
、
当
時
の
園
芸
界
で
も
有
名
で
し
た
。

ま
た
、
副
会
長
は
博
物
学
者
の
田
中
芳
男

の
他
、
前
田
正
名
や
福ふ

く
ば羽
逸は
や
と人
な
ど
、
当

時
の
殖
産
興
業
、
園
芸
界
を
牽
引
す
る
著

名
人
が
務
め
ま
し
た（

３
）。

　

し
か
し
、
会
の
発
起
人
は
意
外
に
も
園

芸
関
係
者
で
も
著
名
な
学
者
や
官
僚
で
も

な
く
、
吉
田
進
と
い
う
翻
訳
・
通
訳
を
本

業
と
す
る
人
物
で
し
た
。　

「大隈伯爵邸内温室の図」（山本松谷画）。右下に描かれた男性は大隈重信と思われる。

『風俗画報』273 号　東陽堂　1903.8< 請求記号 雑 23-8>
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生
い
立
ち
な
ど
に
謎
の
多
い
人
物
で

は
あ
り
ま
す
が
、
昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年

に
『
実
際
園
芸（

４
）』
が
行
っ
た
吉
田
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
雑
誌
を
始
め
た
経

緯
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
か
つ
て
語
学
を
教
わ
っ
て
い
た
フ

ラ
ン
ス
人
の
サ
ラ
ゼ
ン
や
、
政
府
の
法
律

顧
問
を
務
め
て
い
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
な
ど

と
の
交
流
か
ら
、
欧
州
に
は
「
日
本
の
植

木
屋
と
百
姓
を
一
所
に
し
た
様
な
学
問
だ

か
、
技
術
」
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
園
芸

に
興
味
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、

官
僚
の
欧
州
渡
航
に
同
行
し
た
際
に
目
撃

し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先
進
的
な
園
芸
事
情

に
深
い
感
銘
を
受
け
、
日
本
の
園
芸
も
ど

う
に
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
の

が
、
日
本
園
芸
会
を
発
足
さ
せ
る
動
機
に

な
り
ま
し
た
。

　

特
に
吉
田
を
行
動
に
駆
り
立
て
た
の

は
、
日
本
の
菊
に
つ
い
て
言
及
し
た
、
フ

ラ
ン
ス
の
園
芸
協
会
総
裁
の
演
説
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
で
よ
り
優
れ
た
品
種
に
改
良
し

て
、
逆
に
日
本
に
輸
出
し
よ
う
と
い
う
内

容
だ
っ
た
た
め
、
大
い
に
心
を
動
か
さ
れ

ま
し
た（

５
）。
そ
し
て
帰
国
後
、
日
本
園
芸
会

を
発
足
さ
せ
、
そ
の
会
報
で
あ
る
『
日
本

園
芸
会
雑
誌
』
を
創
刊
し
ま
し
た
。

　

創
刊
号
の
冒
頭
に
掲
載
さ
れ
た
「
日
本

園
芸
会
設
立
ノ
主
旨
」
に
は
そ
の
意
気
込

み
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
日
ノ
日
本
ハ
昔
日
ノ
日
本
ト
異
ナ
リ
テ

正
ニ
外
ヲ
観
而
テ
内
ヲ
顧
ム
ヘ
キ
ノ
秋
ナ

リ　

而
テ
富
岳
ヲ
望
ン
テ
坐
ス
ル
ヨ
リ
モ

宜
ク
海
外
諸
国
ニ
面
シ
テ
起
ツ
へ
キ
ノ
日

ナ
リ

　

こ
の
よ
う
に
始
ま
る
文
章
の
な
か
で
、

吉
田
は
日
本
の
園
芸
の
強
み
と
し
て
、
北

海
道
か
ら
沖
縄
に
至
る
ま
で
の
変
化
に
富

む
気
候
帯
と
、
ユ
リ
や
ツ
バ
キ
な
ど
の
よ

う
に
欧
米
諸
国
を
魅
了
す
る
多
彩
な
固
有

植
物
の
存
在
を
挙
げ
て
い
ま
す
（
実
際
、

日
本
に
は
７
千
種
類
に
お
よ
ぶ
植
物
が
自

生
し
、
そ
の
う
ち
の
約
４
割
が
固
有
種
で

す（
６
））。
こ
う
し
た
強
み
を
生
か
し
、
海
外
か

ら
輸
入
し
た
優
良
な
品
種
を
国
内
の
栽
培

適
地
で
繁
殖
し
、
逆
に
海
外
に
輸
出
す
る

こ
と
、
日
本
固
有
の
植
物
を
改
良
し
て
海

外
に
輸
出
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　

以
後
、
明
治
39
（
１
９
０
６
）
年
に
退
く
ま

で
の
18
年
間
、
吉
田
は
編
集
作
業
な
ど
を

中
心
と
な
っ
て
担
い
、
資
金
不
足
に
際
し

て
は
、
自
ら
の
本
業
で
あ
る
翻
訳
に
よ
っ

A 吉田進肖像。
『実際園芸』16 巻 8 号 < 請求記号 雑 40-13>

B 『日本園芸会雑誌』（以下同）1 号表紙。

C 「日本園芸会設立の主旨」（1 号）。

A

BC
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D 日本の西南地方に分布するナゴランの解説とス
ケッチ。欧米諸国における評価や価格にも触れて
いる（1 号）。

E 「英国倫敦植物相場表」（1 号）。

F 外国語が併記された表紙（16 号）。

G 福羽逸人が栽培したラン科の植物（29 号）。

て
得
た
収
入
で
補
填
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
面
白
い
こ
と
に
、
日
々
多
忙
に
し

て
い
て
、
自
分
で
植
物
を
育
て
る
こ
と
は

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
語

学
力
を
生
か
し
、
海
外
の
園
芸
雑
誌
や
専

門
書
な
ど
か
ら
得
た
知
識
を
元
に
、
多
く

の
記
事
を
執
筆
し
ま
し
た
。

　
『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
の
大
き
な
特
色

は
、
海
外
、
特
に
欧
米
諸
国
を
強
く
意
識

し
た
編
集
で
す
。
欧
米
の
園
芸
事
情
や
園

芸
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
、
国
内
外
の
植
物
の

相
場
表
な
ど
、
海
外
に
目
を
向
け
た
記
事

が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
園
芸

界
が
世
界
に
打
っ
て
出
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
想
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
他
に
、
識
者
に
よ

る
学
術
的
な
記
事
や
現
在
の
園
芸
雑
誌
に

も
み
ら
れ
る
「
年
中
園
事
」（
そ
の
月
に

必
要
な
植
物
ご
と
の
作
業
解
説
）
と
い
っ

た
実
践
的
な
記
事
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

吉
田
は
海
外
へ
の
雑
誌
の
頒
布
に
よ
る
日

本
の
園
芸
植
物
の
広
報
も
想
定
し
て
い
た

た
め
、
表
紙
に
英
語
・
仏
語
・
独
語
で
雑

誌
名
等
を
併
記
す
る
試
み
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

創
刊
か
ら
56
年
に
わ
た
り
、
日
本
の
園

芸
技
術
、
園
芸
事
業
の
発
達
に
大
き
く
貢

献
し
た
一
誌
で
す
。

　
『
日
本
園
芸
会
雑
誌
』
の
創
刊
後
に
は
、

園
芸
上
の
知
識
を
一
般
社
会
に
普
及
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
『
園
芸
之
友
』（
日

本
園
芸
研
究
会
、
明
治
38
年
創
刊
）
や
家

庭
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
婦
人
教
育

と
し
て
、
園
芸
を
推
奨
す
る
『
家
庭
之
園

芸
』（
家
庭
の
園
芸
社
、
大
正
2
年
創
刊
）、

生
産
者
・
農
学
生
向
け
に
実
用
的
な
新

知
識
の
啓
蒙
を
目
的
と
し
た
『
農
業
及
園

芸
』（
養
賢
堂
、
大
正
15
年
創
刊
）
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
園
芸
雑
誌
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
筆
者
が
興
味
を
引
か
れ

た
も
の
を
２
誌
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
明
治
末
に
創
刊
さ
れ
た
『
園
芸
』
と
大

正
末
に
創
刊
さ
れ
た
『
実
際
園
芸
』
で
す
。

D

EFG
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福羽逸人の書簡―りんごの樹を巡って
　自身で植物を育てなかった吉田進が、仕事柄贈られる各種
の種苗を渡していたのが、園芸学者であり日本園芸学会の副
会長も務めた福羽逸人です 7。福羽は、新宿御苑で作出した
国産いちご第 1号の「福羽いちご」などで知られており、欧
州の園芸理論を日本に導入、実践した人物です 8。
　当館の憲政資料室には福羽の書簡が複数残されています。
欧州への官費留学に関する書簡からは、園芸への情熱と並
外れた行動力、政府高官との恵まれた人脈により、当時必ず
しも重要視されていなかった園芸分野を学ぶための渡欧を実
現させた様子がうかがえます 9。
　一方、下の書簡には、そんな福羽も驚かせる、熱意と行動
力をもった園芸家が登場します。書簡は福羽から、駐ドイツ公
使を務めた品川弥二郎子爵に宛てたものです。品川は殖産興
業への関心が強く、かつて駐在したドイツからりんご（林檎）

の樹を持ち帰っていました。品川からの申しつけにより、福羽
が弘前市の菊

きく ち

池楯
たて え

衛という人物にそのりんごの樹の提供を打
診したところ、是非預かり栽培したいと願い出てきました。そ
ればかりでなく、品川への拝謁を希望して福羽のところまで突
然やって来てしまったため、とにかくこの紹介状を書いて持た
せる……というのが書簡から読み取れる状況です 10。
　菊池楯衛は、現在では「青森りんごの開祖」といわれる人
物です 11。明治初期、政府は欧米の優れた果樹をさまざま取
り寄せ、栽培の適地を探るために日本各地に配りました。そう
した動きのなかで、菊池は西洋りんごの青森における将来性
を見抜き、研究を重ねながら普及に努めました。この突然の
訪問も、居ても立っても居られない、りんご栽培への熱心さ故
の行動だったのかもしれません。

【参考】青森県清水村（現在は弘前市）のりんご園の様子（明治 41 年）。

『農事雑報』第 11 年（126）　農事雑報社　1908.10< 請求記号 雑 38-15>

福羽逸人

品川弥二郎菊池楯衛

朱線は右から「菊池楯衛」「獨乙（ドイツ）より御持帰り相成候林檎樹」「本日推参」「御面謁被下度（くだされたく）」「添書（紹介状）」。

福羽逸人書簡（明治 22 年頃カ）< 品川弥二郎関係文書（その 1）124-1>

園芸こぼれ話 １
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幻
の
園
芸
雑
誌

『
園
芸
』（
筑
紫
園
、
明
治
41
年
４
月
～

６
月
）　

　
『
園
芸
』
は
千
駄
ヶ
谷
で
園
芸
場
「
筑

紫
園
」
を
営
む
大
石
進
に
よ
り
、
明
治
41

（
１
９
０
８
）
年
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
牧
野

富
太
郎
や
白
井
光
太
郎
（
東
京
帝
国
大
学

農
科
大
学
教
授
）、
松
村
任
三
（
東
京
帝

国
大
学
植
物
学
教
室
教
授
、
小
石
川
植
物

園
の
初
代
園
長
）
な
ど
、
当
時
の
著
名
な

学
者
に
よ
る
興
味
深
い
記
事
に
加
え
、
珍

奇
植
物
の
懸
賞
募
集
や
美
し
い
彩
色
の
絵

は
が
き
の
付
録
な
ど
、
意
欲
的
な
企
画
が

目
を
引
く
雑
誌
で
す
。

　

創
刊
号
の
「
本
誌
発
刊
の
主
趣
」
で
は
、

海
外
の
も
の
ば
か
り
も
て
は
や
す
当
時
の

園
芸
界
の
風
潮
を
い
さ
め
、
日
本
固
有
の

植
物
や
古
く
か
ら
の
園
芸
文
化
の
価
値
を

見
直
し
、
発
展
さ
せ
、
そ
れ
を
も
っ
て
海

外
と
の
交
易
の
道
を
開
く
こ
と
を
発
刊
の

最
大
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、

加
工
・
装
飾
園
芸
や
小
鳥
・
観
賞
魚
の
飼

育
と
い
っ
た
分
野
の
開
発
も
発
刊
の
目
的

と
し
て
お
り
、
目
次
を
み
る
と
「
園
芸
料

理
」や「
造
花
思
潮
」「
養
禽
養
魚
」と
い
っ

た
章
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

編
集
兼
発
行
者
の
大
石
進
は
福
岡
出
身

で
ツ
ツ
ジ
に
つ
い
て
造
詣
が
深
く
、
雑
誌

創
刊
の
２
年
前
に
は
著
書
『
久
留
米
特
産

霧
島
躑
躅
栽
培
全
書
』
も
上
梓
し
て
い
ま

す
。
大
石
は
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
を

家
の
都
合
で
中
途
退
学
し
た
の
ち
、
故
郷

で
園
芸
研
究
を
続
け（

１
２
）、
明
治
37
年
に
筑
紫

園
を
開
園
し
ま
し
た

（
１
３
）。『
園
芸
』
の
そ
う

そ
う
た
る
執
筆
陣
は
、
そ
う
し
た
経
歴
と

も
関
係
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

H 『園芸』（以下同）表紙（1 号）。

I 「植物説林　松村博士の園芸観」（2 号）。

J 「雑報　牧野先生の本誌評」（2 号）。

K 白井光太郎「園芸史林　天保年間に於ける園芸植物の価格表」
（2 号）。

H

IJ

K
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こ
の
雑
誌
の
目
玉
企
画
と
い
え
る
の

が
、「
珍
奇
植
物
懸
賞
」
で
す
。
か
つ
て

日
本
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
で

は
見
か
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
珍
し
い

園
芸
植
物
に
５
～
10
円
の
懸
賞
金
を
か
け

て
募
集
す
る
も
の
で
す
。
毎
号
新
し
い
植

物
が
募
集
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
、

雑
誌
自
体
が
３
号
ま
で
し
か
発
行
さ
れ

ず
、
珍
奇
植
物
の
発
見
が
誌
面
で
発
表
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

明
治
41
（
１
９
０
８
）
年
４
月
の
華
々
し
い

創
刊
か
ら
わ
ず
か
３
か
月
で
終
わ
っ
た
理

由
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
同
年
７
月

14
日
の
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
「
京
浜

園
芸
家
歴
訪
録
（
六
）」
で
は
、
取
材
当

日
に
「
主
人
大
石
進
は
折
悪
く
病
辱
に
あ

り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
大
石
の
体
調
不

良
が
雑
誌
の
継
続
に
影
響
し
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
園
芸
』
は
、
30
年
以
上
後
に
出
版
さ

れ
た
『
日
本
園
芸
発
達
史
』
の
な
か
で
も
、

観
賞
用
植
物
を
主
に
紹
介
し
た
「
立
派
」

な
雑
誌
と
し
て
言
及
さ
れ
、
３
号
で
終

わ
っ
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ
て
い
ま
す

（
１
４
）。
当

時
の
人
に
と
っ
て
も
、
印
象
に
残
る
雑
誌

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

L 珍奇植物懸賞新題（2 号）。

M,N 付録の絵葉書（3 号）。毎号カラフルな絵葉書が 2 枚ついている。

O 園芸図書館（2 号）。筑紫園が蒐集した、園芸に関する古今の書物
を紹介している。

L

M

N

O
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ユリ根の輸出と横浜植木
　幕末、日本にやってきた欧米のプラントハンターたちを最も
魅了した花は、ヤマユリやカノコユリをはじめ、野山に自生す
る各種のユリでした 15。特に純白のテッポウユリは、キリスト
教の復活祭において需要が高く、多くのユリの球根（ユリ根）
が欧米に輸出されました 16。
　最初に輸出を手掛けたのは、横浜居留地の外国人商社で
す。しかし、明治 23（1890）年に日本で最初の植物貿易商
社、横浜植木が創業したのを機に、日本人による「直輸出(じ
きゆしゅつ )」が行われるようになりました。その後、ユリ根の
輸出量は年々増え、第二次世界大戦が始まるまでの間、日本

にとって重要な輸出品となりました。
　下の『百合花選』は、横浜植木が発行したユリ42 品種を
収載したカタログです。欧米への輸出のため、英文でも頒布
されました。
　横浜植木が創業したのは、日本園芸会設立の翌年です。
当時の事業の様子は『日本園芸会雑誌』にもしばしば取り上
げられ、注目度の高さを感じさせます 17。創業当初からサンフ
ランシスコを始め多くの海外支店を開設し、積極的に事業を
展開した横浜植木は、「海外諸国ニ面シテ起ツヘキ(たつべ
き)」という日本園芸会の設立主旨を具現化したような存在だっ
たのかもしれません。

『百合花選 訂正版』横浜植木　1917 序　https://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3438472

（上から反時計回りに）表紙、テッポウユリ、ヤマユリ。

（上）『日本園芸会雑誌』22 号より「百合の外国輸出」。

（下）横浜植木の旧本館（横浜植木株式会社画像提供）。

園芸こぼれ話 2

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3438472
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/3438472


14国立国会図書館月報 730号 2022.2

カ
リ
ス
マ
園
芸
家
の
園
芸
雑
誌

『
実
際
園
芸
』（
誠
文
堂
新
光
社
、

大
正
15
年
10
月
～
昭
和
16
年
12
月
）

　

最
後
に
紹
介
す
る
雑
誌
は
、
大
正
15

（
１
９
２
６
）
年
に
創
刊
さ
れ
た
『
実
際
園
芸
』

で
す
。
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と
お
り
、
経
験

に
基
づ
い
た
実
践
的
な
園
芸
の
手
引
書
を

目
指
し
た
雑
誌
で
す
。
そ
の
た
め
、
非
常

に
多
く
の
写
真
や
図
を
用
い
、
ま
さ
に
手

取
り
足
取
り
と
い
う
姿
勢
で
栽
培
方
法
な

ど
の
解
説
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、

園
芸
の
歴
史
を
知
る
た
め
の
記
事
や
各
種

の
園
芸
関
連
情
報
を
掲
載
し
、
園
芸
文
化

を
総
合
的
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

創
刊
号
の
「
本
誌
の
発
刊
に
際
し
て
」

の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

　

洋
語
に
「
国
の
盛
な
る
時
、
園
芸
必

ず
栄
え
、
そ
の
国
の
亡
び
ん
と
す
る
時
、

園
芸
ま
づ
衰
ふ
、
園
芸
は
国
家
盛
衰
の

晴バ
ロ
メ
ー
タ
ー

雨
計
な
り
」
と
い
う
が
、
ま
こ
と
に
味

ふ
べ
き
語
で
あ
る
と
思
ふ（

１
８
）。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
、
日
本
に
根
付
き

つ
つ
あ
る
園
芸
文
化
の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
趣
味
の
園
芸
家
の
手
引
書
と
な
り
、

P,Q,R 大正・昭和期の画家の森田久による『実際園
芸』1 巻 1 号、2 号、3 号の表紙。季節感が感じら
れる色鮮やかなイラストが並ぶ。森田は雑誌の表紙
や挿絵を多く手掛け、宝塚歌劇の『歌劇』表紙、同
じ誠文堂新光社では『科学画報』の表紙も担当して
いる。

S 石井勇義（左）と親交が深かった牧野富太郎（右）。

『農耕と園芸』1954 年 8 月号　誠文堂新光社 < 請
求記号 Z18-406>

P

Q

R S
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T 「家庭向小温室のいろいろ」（2 巻 1
号）。

U 目次（1 巻 1 号）。

生
産
園
芸
家
に
も
「
斬
新
な
る
栽
培
法
」

を
紹
介
す
る
と
表
明
し
て
い
る
の
が
、
こ

の
雑
誌
の
主
幹
・
編
集
を
務
め
る
石い

し
い井

勇ゆ
う
ぎ義
で
す
。
石
井
は
自
ら
も
イ
シ
ヰ・ナ
ー

セ
リ
ー
の
園
主
と
し
て
多
く
の
植
物
を
栽

培
す
る
傍
ら
、
大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
か
ら

始
ま
っ
た
ラ
ジ
オ
放
送
で
も
園
芸
講
座
を

担
当
す
る
著
名
な
園
芸
家
で
し
た

（
１
９
）。
大
正

末
か
ら
戦
後
に
か
け
て
多
数
の
園
芸
書
を

著
し
、
経
験
を
織
り
交
ぜ
た
平
易
で
読
み

や
す
い
文
章
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
主

な
著
作
に
『
原
色
園
芸
植
物
図
譜
』（
全

６
巻
）
や
遺
作
と
な
っ
た
『
園
芸
大
辞
典
』

（
全
６
巻
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

雑
誌
の
編
集
に
当
た
っ
て
石
井
は
、
自

分
の
経
験
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
園
芸
愛

好
家
か
ら
の
「
実
際
記
録
」（
実
際
に
栽

培
し
た
記
録
）
も
募
集
し
ま
し
た

（
２
０
）。
ま
だ

珍
し
か
っ
た
外
国
の
植
物
に
つ
い
て
、
学

術
的
な
理
論
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
日
本

の
気
候
等
の
条
件
下
で
栽
培
し
た
貴
重
な

事
例
を
誌
面
で
紹
介
で
き
れ
ば
、
大
い
に

参
考
に
な
る
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
呼
び
か
け
は
す
ぐ
に
は

う
ま
く
い
か
ず
、
本
意
に
反
し
て
「
世
間

T

U
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並
み
の
童
謡
や
、
田
園
文
学
め
い
た
も
の
」

ば
か
り
が
集
ま
っ
て
し
ま
い
、
悲
観
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
ほ
か
の
園
芸

雑
誌
で
は
、
そ
う
し
た
文
学
的
な
記
事
を

し
ば
し
ば
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
石
井

は
「
本
誌
は
、
あ
く
ま
で
も
、
園
芸
の
一

本
調
子
で
進
み
度た

い
」
と
言
い
切
っ
て
い

ま
す

（
２
１
）。

　
『
実
際
園
芸
』
は
、
昭
和
戦
前
期
の
主

要
な
園
芸
雑
誌
の
ひ
と
つ
に
な
り

（
２
２
）、
戦
後

は
『
農
耕
と
園
芸
』
に
改
題
、
引
き
続
き

石
井
を
主
幹
と
し
て
再
出
発
を
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　

明
治
以
降
の
近
代
園
芸
に
魅
了
さ
れ
、

そ
の
啓
蒙
に
奔
走
し
た
人
々
と
、
彼
ら
が

関
わ
っ
た
園
芸
雑
誌
を
紹
介
し
て
き
ま
し

た
。

　

本
稿
の
は
じ
め
に
、
園
芸
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
必
要
に
な
る
と
書
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
園
芸
は
奥
深

く
、
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
て
き
た
と

も
い
え
ま
す
。
時
代
に
合
わ
せ
、
読
者
に

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
て
き
た
園
芸

雑
誌
は
、
園
芸
文
化
の
発
展
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

V 「西洋草花の作り方図解・鉢植苗の植換へと床植の
仕方」（1 巻 2 号）。

W 「秋植球根の植付順序」（1 巻 1 号）。

『実際園芸』のタイトル通り、写真や図を用いて具体
的に示している。

V

W
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1 川上幸男「園芸」『日本大百科全書（ニッポニカ）』（ジャパンナレッジ）
2 大日本農会ウェブサイト「沿革（発足時の目的）」http://www.dainihon-noukai.

jp/
3 近藤三雄、平野正裕 著『絵図と写真でたどる明治の園芸と緑化　秘蔵資料で明

かされる、現代園芸・緑化のルーツ』誠文堂新光社　2017　pp.8-13< 請
求記号 RB51-L58>

4 『実際園芸』12 巻 3 号　誠文堂新光社　1932.7　pp.269-273< 請求記号 
YA5-1059>

5 『日本園芸会雑誌』1 号　日本園芸会　1889.4　p.3< 請求記号 YA5-1058>
6 筑波実験植物園ウェブサイト「多様性を守る（日本の絶滅危惧植物）」http://

www.tbg.kahaku.go.jp/diversity/protect/endangered/conditions/index.
html

7 前掲、注 4『実際園芸』12 巻 3 号　p.272
8 一般財団法人国民公園協会　新宿御苑ウェブサイト「新宿御苑の歴史」https://

fng.or.jp/shinjuku/gyoen/history/
9 品川弥二郎関係文書（その 1）124-4、124-5 （マイクロフィルム番号　R5)
10 品川弥二郎関係文書（その 1）124-1 （マイクロフィルム番号　R5)
11 青森県庁ウェブサイト「青森りんごの発展に功績を残した代表的な人物」

https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/ringo/ringo-rekisi08.html
12 『読売新聞』1908 年 7 月14日
13 大石進 著『久留米特産霧島躑躅栽培全書』有隣堂　1906　p.7　https://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/840102/7
14 日本園芸中央会 編『日本園芸発達史』有明書房　1975　p.302< 請求記号 

DM322-21>
15 前掲、注 3『絵図と写真でたどる明治の園芸と緑化　秘蔵資料で明かされる、

現代園芸・緑化のルーツ』p.68
16 「日本花き園芸産業史・20 世紀」刊行会 編『日本花き園芸産業史・20 世紀』

花卉園芸新聞社　2019　p.22< 請求記号 DM229-M3>
17 前掲、注 3『絵図と写真でたどる明治の園芸と緑化　秘蔵資料で明かされる、

現代園芸・緑化のルーツ』pp.123-124

18 「洋語」と書かれていますが、同誌第 2 号で「実際は、恩師辻村常助先生の、
独創の語であった」と訂正しています。

19 前掲、注 16『日本花き園芸産業史・20 世紀』p.503
20 『実際園芸』1 巻 1 号　誠文堂新光社　1926.10　p.99< 請求記号 YA5-

1059>
21 『実際園芸』1 巻 3 号　誠文堂新光社　1926.12　p.306< 請求記号 YA5-

1059>
22 岩本熊吉 著『趣味と実用最新園芸』育生社　1939　p.329< 請求記号 775-

76>
○その他の参考文献
日本園芸研究会 編『明治園芸史』日本園芸研究会　大正 4< 請求記号 358-86>
福羽逸人 著、環境省自然環境局 監修、国民公園協会新宿御苑 編『福羽逸人回

顧録　解説編』国民公園協会新宿御苑　2006< 請求記号 GK54-H51>
「園藝探偵の本棚」『カルチベ – 農耕と園藝 ONLINE』誠文堂新光社　https://

karuchibe.jp/read/category/tantei/
○ 6 ページの花の画像の出典
パンジー：『実際園芸』2 巻 4 号、ビワ：『日本園芸会雑誌』4 号、シネラリア：

『園芸』1 号、クルマユリ：『百合花選 訂正版』

○ 10 ページの肖像の出典
福羽逸人：福羽逸人 著、福羽真城 編『花卉栽培法　福羽逸人遺稿』福羽真城　

昭和 6< 請求記号 608-288>
品川弥二郎：電子展示会「近代日本人の肖像」https://www.ndl.go.jp/portrait/

datas/100.html
菊池楯衛：『全国篤農家列伝』愛知県農会　明 43　https://dl.ndl.go.jp/

info:ndljp/pid/778253/135
※ URL の最終アクセス日：令和 3 年 12 月7日
※現在、『日本園芸会雑誌』と『実際園芸』はマイクロフィッシュ、『園芸』はデジタ

ル画像での閲覧になります。
※引用の旧字は新字に、カタカナはひらがなに、旧仮名づかいはママとしました。

　

仕
事
の
帰
り
、
行
き
つ
け
の
園
芸
店
の

店
先
を
の
ぞ
く
と
き
や
、
休
日
に
花
壇
の

手
入
れ
を
す
る
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
眠

る
前
に
園
芸
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
ひ

と
と
き
は
、
園
芸
好
き
に
と
っ
て
至
福
の

時
間
な
の
で
す
。

『日本園芸会雑誌』3 号よりサクラソウ。

※花の写真は筆者撮影。

Blue daisy
Narcissus

Cyclamen

Viora

Ranunculus

http://www.dainihon-noukai.jp/
http://www.dainihon-noukai.jp/
http://www.tbg.kahaku.go.jp/diversity/protect/endangered/conditions/index.html
http://www.tbg.kahaku.go.jp/diversity/protect/endangered/conditions/index.html
http://www.tbg.kahaku.go.jp/diversity/protect/endangered/conditions/index.html
https://fng.or.jp/shinjuku/gyoen/history/
https://fng.or.jp/shinjuku/gyoen/history/
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/nourin/ringo/ringo-rekisi08.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/840102/7
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/840102/7
https://karuchibe.jp/read/category/tantei/
https://karuchibe.jp/read/category/tantei/
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/100.html
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/100.html
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/778253/135
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/778253/135
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今
日
も
同
じ
課
の
職
員
が
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線

に
立
つ
中
、
サ
ー
ビ
ス
総
括
係
の
私
は
、
黒
子
の
よ
う
に

ひ
っ
そ
り
と
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

開
館
前
、
館
内
に
響
き
渡
っ
て
い
た
清
掃
業
者
の
掃
除

機
の
音
が
や
む
頃
、
利
用
者
ス
ペ
ー
ス
を
巡
回
し
ま
す
。

本
館
入
口
の
手
指
消
毒
液
は
毎
日
大
量
に
消
費
す
る
た

め
、
余
裕
を
み
て
新
し
い
ボ
ト
ル
に
交
換
し
ま
す
。
椅
子

や
机
等
の
備
品
は
、定
期
的
に
数
や
状
態
を
点
検
し
ま
す
。

座
る
と
ぐ
ら
つ
く
利
用
者
用
椅
子
を
見
つ
け
た
た
め
、
予

備
の
椅
子
と
交
換
し
て
事
務
室
に
回
収
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
開
館
時
刻
を
前
に
、
空
の
ボ
ト
ル
や
椅
子
を
抱
え

て
事
務
室
に
戻
る
と
、
ち
ょ
う
ど
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
職
員
と
す
れ
違
い
ま
す
。

　

開
館
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
と
、
課
内
は
徐
々
に
慌
た
だ

し
く
な
り
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の
要
請
で
応
援
に
向

か
う
職
員
を
見
送
り
な
が
ら
、
私
は
回
収
し
た
椅
子
を
改

め
て
確
認
。
見
る
と
脚
の
ね
じ
が
ゆ
が
ん
で
い
た
た
め
、

最
終
的
に
修
理
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
閲
覧
机
か

ら
車
椅
子
に
小
型
翻
訳
機
ま
で
、
大
小
約
２
、４
０
０
点

の
備
品
の
維
持
管
理
も
サ
ー
ビ
ス
総
括
係
の
仕
事
で
す
。

　

一
段
落
つ
く
と
、
今
度
は
投
書
の
整
理
。
館
内
の
投
書

箱
に
は
、
日
々
様
々
な
ご
意
見
が
届
き
ま
す
。
案
内
が
分

か
り
づ
ら
い
と
の
指
摘
に
恐
縮
し
た
り
、
職
員
へ
の
温
か

い
言
葉
に
ほ
っ
と
し
た
り
。
内
容
に
応
じ
て
関
係
部
署
に

回
付
し
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
、
一
般
の
方
の
参
観
対
応
も
、
日
常
業
務
の

一
つ
で
す
。
東
京
本
館
の
利
用
者
ス
ペ
ー
ス
や
書
庫
等
を
巡

る
参
観
は
、
利
用
者
が
当
館
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
何
を
期

待
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
参
観
の

受
入
れ
を
停
止
し
て
い
る
今
、サ
ー
ビ
ス
総
括
係
に
と
っ
て
、

投
書
は
利
用
者
と
つ
な
が
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

さ
て
、
今
日
は
夜
当
番
。
毎
日
の
閉
館
時
、
入
退
館
カ

ウ
ン
タ
ー
に
て
、
利
用
者
が
全
員
退
館
し
た
こ
と
を
確
認

す
る
当
番
で
、
サ
ー
ビ
ス
総
括
係
が
利
用
者
ス
ペ
ー
ス
に

出
る
数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
当
番
中
は
在
館
者
数
の

デ
ー
タ
や
退
館
者
の
様
子
を
見
つ
つ
、
利
用
者
対
応
も
行

い
ま
す
。
普
段
黒
子
に
徹
し
て
い
る
分
緊
張
し
ま
す
が
、

落
ち
着
い
た
対
応
を
心
が
け
ま
す
。

　

閉
館
の
音
楽
と
と
も
に
全
て
の
利
用
者
を
見
送
り
、
今

日
の
業
務
は
全
て
終
了
で
す
。
朝
と
は
ど
こ
か
違
う
静
け

さ
の
館
内
を
、
事
務
室
に
向
か
っ
て
歩
く
こ
の
時
間
が
、

係
の
仕
事
で
一
番
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

（
サ
ー
ビ
ス
運
営
課 

サ
ー
ビ
ス
総
括
係　

北
帰
行
）

黒子ときどき夜当番

閉館後の館内。手前の緑のぬいぐるみは、
夜当番の人に回ってくるカエル。



B
A

デジタルデータとは
　情報を 0( ゼロ ) と 1( イチ ) の並びで表現したものです。
連続的な量を表わすアナログデータと異なり、元の情報と全く
同一のデータを簡単に複製、転送できます。そのため、いった
んデジタル形式でデータが作成されれば、基本的には情報の
品質が変わることはありません。
　ただし、データを記録した媒体が物理的に破損すると、デー
タは当然消失してしまいます。また、デジタルデータはそのま
ま人間が認識できる形式ではないので、利用にあたっては何ら
かの再生環境（機器、ソフトウェア）が必要になります。

　国立国会図書館は、所蔵する資料の永続的な利

用を保証するため、補修や修復、書庫の環境整備

や防災対策といった様々な取組を行っています。

　当館が所蔵する資料は紙の資料だけではありま

せん。CD、DVD、USB メモリといった形態の資

料に加え、インターネット経由等で収集した物理

的な形のないデジタルデータも多く所蔵していま

す。このような「デジタル資料」について、永続

的な利用を保証するには適切な維持管理のための

努力が必要となりますが、紙の資料とは様相が異

なります。

　この記事では、当館にどのようなデジタル資料

が所蔵されているのかを紹介したうえで、デジタ

ル資料を長期に保存するにあたっての課題やその

対策について紹介します。
（電子情報部 電子情報企画課 次世代システム開発研究室

木下貴文）

電子資料の長期保存 ABC
そのディスク、まだ読めますか？
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C

有形の記録媒体を持つこれら「パッケージ系電子出版物」以外に、
紙の資料をデジタル撮影したデジタル化資料や、電子書籍・電
子雑誌、ウェブサイト等の無形の資料もあります。それらは電子
書庫（国立国会図書館デジタルコレクションの提供データを保存
しているサーバ）等に保存されています。

当館所蔵のいろいろなデジタル資料

フロッピーディスク（FD）

USB メモリ

ミニディスク（MD）

MO

▲

容量 　数百 KB ～数 MB 程度

▲

たとえばどんな資料？　官公庁の報告書、ソフト
ウェア、図書の付録、電子ブック等
1970 年代から 1990 年代頃まで広く用いられました
が、現在ではほとんど使われていません。また、カ
ビの発生等により読取ができなくなることがあり、長
期的な保存に適しているとは言えません。

▲

容量　数 MB ～数 100GB 

▲

たとえばどんな資料？　学会や国際
会議の予稿、データベースソフト等
2000 年代に登場し、現在も広く使わ
れています。
データの書き換えが容易に可能であ
るため、誤操作によるデータ消去や
上書きのリスクがあります。データの
持ち運び等が主な用途であり、長期
的な保存用途での使用が意図された
媒体ではないと言えます。

▲

容量　128MB ～ 640MB 程度

▲

たとえばどんな資料？　官公庁の報告書等
複数回の書き込みが可能であり、1990 年代から
2000 年代頃に用いられました。当館は 3.5 インチの
ものを 100 点ほど所蔵しています。
データ書き換えのリスクがあり、ドライブ等の再生環
境も入手が難しくなっているため、今後もこの媒体に
データを記録しつづけることは推奨できません。

▲

容量　140MB 程度 

▲

たとえばどんな資料？　音声資料等
1990 年代から 2000 年代に、主に音声デー
タの記録媒体として広く用いられましたが、
現在ではあまり使われず、再生機器の生産
も終了しています。
加えて音声ファイルの記録フォーマット等も
独特であり、長期保存には適していません。

名刺サイズで、端子が折りたた
まれたタイプもあります。
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C
B

光ディスク（CD・DVD・BD）

▲

容量　700MB 程度～ 100GB 程度

▲

たとえばどんな資料？　音声・映像資料をはじめ多岐にわたる
CD は 1980 年代、DVD は 1990 年代から 2000 年代にかけて普及し、
現在でも使用されています。データの破損等のリスクが他媒体より比較的
少なく、適切な保管環境を用意できれば、ある程度の長期的な保存には
適しています。しかし、規格（-R/-RW 等）によって劣化の進行速度が大
きく異なり、特に書換型（-RW）の光ディスクは相対的に速く劣化すること
が知られています。そのため、規格ごとに異なった対策を講じる必要があ
ります。

左の写真の資料は「惑星アトン外伝」というタイトルで、
なんと国税庁が制作したゲームソフトです。任天堂の「ファ
ミリーコンピュータ」のディスクシステムを用いれば遊ぶ
ことができます。
残念ながら当館にはファミリーコンピュータ機器の所蔵が
なく、動かしてみることはできませんが、国税庁のサイト
によれば、平成 2（1990）年の「税を知る週間」の際、
親子で楽しめるコンテンツとして制作されたもののようで、
中身としてはクイズゲームだとのことです。

1990 年代頃には、「デジタルブッ
ク」「電子ブック」等と称して、
FD、CD 等各種媒体で電子書籍
が販売されていました。当館でも
そのような資料を所蔵しています。
専用のリーダーも発売され、持ち
運んで再生することもできました。

￨ こんな資料も所蔵しています ￨

書庫では、媒体別に並べています。取り出し
やすいよう、舟箱とよばれる紙の箱に入れる
ことが多いです。

（ 上 ） 惑 星 アトン 外 伝　 国 税 庁　
1990 年

（下）参考：アニメ惑星アトン　租税
教育用ビデオ　税の働き
国税庁 監修、日本税務協会 企画、
大蔵財務協会税のしるべ総局 企画・
制作　1990 年
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　デジタル資料の「保存」という概念は歴史が浅く、世界的にも紙に比べれば取組が大き
く遅れている状況です。そもそもデジタルデータ自体まだ比較的新しいものであり、この
記事で扱ったような課題が大きな問題として意識されることは決して多くありません。
　しかし、私たちの身の回りを見ても、デジタルデータの重要性が今後飛躍的に増すこと
は間違いありません。その保存も、必ずや今後大きな課題となることでしょう。
　数十年、数百年後の未来の人たちにも現在の文化が伝えられるよう、これからも日々の
保存対策のための技術調査を進めていきます。

デジタル情報長期保存の課題と対策

記録媒体に物理的な破損があると
影響が甚大

媒体の寿命が紙と比べると短い

改ざんや上書きが容易 ソフトウェア等の利用環境の維持も必須

・微細な破損でもデータが読み取れなくなる
ことがあります。

・一部でもデータが欠損すると、内容の全て
を読み解くことができなくなることがありま
す。

・記録媒体の寿命は長いものでも数十年程度
とされています。

・対応する再生機器が維持できなければ意味
がなく、再生機器にも寿命があります。

・媒体によっては簡単に痕跡なく書き換える
ことができます。そのため、データの内容
が本当に保存当初から変わっていないのか
についての確認が難しいと言えます。

・データだけではなく、再生ソフトウェアも維
持しなければなりません。

・OS や、OS を動かすハードウェアも維持が
必要です。

バックアップ

媒体変換

利用環境の維持
・デジタルデータは完全な複製ができる

ので、複製して予備を持っておくこと
でデータの破損などの不測の事態に
備えることができます

・デジタルデータをより安全な記録媒体
に移すこと（マイグレーション）で、
長期的に保存することができるように
なります。

・旧式化した再生環境の物理的な維持に加え、
旧式化した再生環境を仮想的に再現する技
術（エミュレーション）等によって、この問
題をある程度解決することができます。

・維持できなくなったソフトウェア用のデータを
別の同種のソフトウェアで使えるファイル形
式に変換する（マイグレーション）という方
法もあります。

・ただし、いずれも元の環境を完全に代替で
きるとは限りません。

※マイグレーションは、媒体変換のみを指す場合と、
ファイルフォーマットの変換も含む場合があります。

課題

対策

紙と違う！！
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C

A C￨5 インチ FD のマイグレーション作業 ￨

フロッピーディスク（FD）は比較的データが消えやすい媒
体です。放っておくと危険なので、別の媒体にデータをコ
ピーしましょう。
調査のために FD 付き資料を取り出すと、CD のケースく
らいのサイズの黒いペラペラの紙みたいな物が※！

普通イメージする FD（3.5 インチ FD）とはちょっと違いますが、
これも立派な FD です。5 インチ FD 等と呼ばれることが多いで
すが、正確には 5.25 インチです。1980 年代から 1990 年代
には記録媒体としてよく使われていました。容量はこれ 1 枚で最
大 1.2MB 程度です。現在からするととても少ないですね。（CD
でも約 700MB、DVD は約 4.7GB）

ドライブはもう生産していないので、中古のものを用
意しましたが、今の PC には繋ぐ口がありません。
はたして、繋げたところで今の PC でデータを正常
に読み込めるのか……。

当館では、今の PC でも 5 インチ FD
ドライブを操作できるようにする特殊
な機器を用意して、その機器経由で
データを読み込みます。

しかし、まだデータが取り出せただけ。できたのは普通の方法では読めないファイルです。FD
のデータを丸ごと保存できたとしても、利用できなければあまり意味がありませんね。
今の PC で使える形式に変換するのか（ファイルフォーマットの変換）、はたまた今の PC 内に使
える環境を仮想的に再現するのか（エミュレーション）……挑戦はつづきます。

現在、次世代システム開発研究室で行っている、具体的な作業の一例をご紹介します。

※「floppy」（だらんとした）
と呼ばれる所以です。

0( ゼロ )1( イチ ) に復元される前の
生の信号のままデータを取得すること
ができました！　これにて FD からの
データの吸出しは一段落です。
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今
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

来
館
し
な
く
て
も
当
館
の
蔵
書
の
コ

ピ
ー
を
受
け
取
れ
る
遠
隔
複
写
サ
ー
ビ

ス
を
担
っ
て
い
ま
す
。
職
員
の
ほ
か
に
、

複
写
箇
所
特
定
業
者
と
い
っ
て
、
複
写

申
込
書
と
実
際
の
資
料
を
突
き
合
わ
せ

て
複
写
箇
所
を
確
認
す
る
方
、
そ
れ
か
ら

実
際
に
複
写
作
業
を
行
う
複
写
受
託
セ

ン
タ
ー
の
方
と
、
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
特
定
業
者
の
方
が

資
料
の
複
写
箇
所
に
し
お
り
を
挟
ん
で
、

複
写
受
託
セ
ン
タ
ー
に
そ
の
ま
ま
流
す

も
の
が
大
半
な
の
で
す
が
、
資
料
が
傷

ん
で
い
る
と
か
、
箇
所
が
特
定
で
き
な

い
と
か
、
著
作
権
法
上
、
提
供
で
き
る

範
囲
を
超
え
て
い
る
と
い
っ
た
場
合
は
、

職
員
に
回
っ
て
き
て
、
必
要
な
確
認
を

し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
利
用
者
の

方
に
問
い
合
わ
せ
た
り
、
お
断
り
す
る
、

と
い
う
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

関
西
館
で
も
同
じ
よ
う
な
部
署
が
あ
り
ま

す
ね
。

加
藤
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（

１
）で

す
ね
。
だ

い
た
い
同
じ
な
ん
で
す
け
ど
、
東
京
本
館

は
古
典
籍
資
料
室
と
か
憲
政
資
料
室
と
か

専
門
室
が
多
く
て
。
専
門
室
の
資
料
に
関

し
て
は
職
員
で
担
当
を
決
め
て
、
毎
日
、

各
専
門
室
に
出
納
を
依
頼
し
て
、
出
納
さ

れ
た
ら
自
分
た
ち
で
特
定
し
て
い
ま
す
。

専
門
資
料
の
複
写
箇
所
を
特
定
す
る
の
っ

て
難
し
い
の
で
は
？

難
し
い
で
す
ね
。
私
の
担
当
は
憲
政
資
料

室
の
資
料
で
、
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
見
る
こ
と
が
多
い
ん
で

す
け
ど
、
重
複
コ
マ
、
た
と
え
ば
同
じ
コ

マ
を
濃
淡
変
え
て
取
っ
て
い
る
場
合
を
見

落
と
し
た
り
。
た
だ
、
複
写
課
で
は
内
容

を
読
み
込
む
と
い
う
こ
と
は
基
本
し
な
い

ん
で
す
。
利
用
者
の
方
が
事
前
に
レ
フ
ァ

レ
ン
ス（

２
）と

か
、
記
事
掲
載
箇
所
調
査（

３
）で

、

こ
こ
か
ら
こ
こ
ま
で
っ
て
し
っ
か
り
特
定

し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
上
で
複
写
を
申

し
込
ん
で
も
ら
う
っ
て
い
う
の
が
一
番
理

想
で
す
。
な
の
で
、
申
込
み
の
あ
っ
た
複

写
箇
所
が
、
目
次
を
見
て
も
見
つ
か
ら
な

け
れ
ば
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
案
内
し
て
い

ま
す
。

遠
隔
複
写
っ
て
、
い
ろ
ん
な
工
程
が
あ
る

ん
で
す
ね
。

利
用
者
の
方
が
資
料
そ
の
も
の
を
見
て
い

な
い
の
で
、
慎
重
に
確
認
し
て
ま
す
。
よ

く
あ
る
の
が
、
保
存
の
た
め
に
何
冊
か
の

資
料
を
合
わ
せ
て
製
本
し
て
い
る
も
の
だ

と
、
綴
じ
の
真
ん
中
の
と
こ
ろ
が
時
に
は

2
～
3
行
見
え
な
か
っ
た
り
す
る
。
利
用

者
の
方
が
実
物
を
見
て
い
な
い
か
ら
、
コ

ピ
ー
が
手
元
に
届
い
た
と
き
に
「
な
ん
で

写
っ
て
な
い
の
」
っ
て
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ

か
ら
、
資
料
の
状
態
に
よ
っ
て
は
事
前
に

服部 菜都子　利用者サービス部　複写課　遠隔複写係

平成23（2011）年4月　 調査及び立法考査局　国会レファレンス課　文献提供係
平成25（2013）年4月　 調査及び立法考査局　国会レファレンス課　連絡調整係
平成26（2014）年4月　 調査及び立法考査局　外交防衛課　
平成27（2015）年10月　 電子情報部　電子情報流通課　情報流通係
令和 3（2021）年4月　 利用者サービス部　複写課　遠隔複写係

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

no.5

Season2

運命の出会いの現場に立ち会っています

（1）本誌2020年7/8月号（２）公共図書館、大学の図書館等で解決できないレファレンス（資料についてのご相談）を、それ

らの図書館経由で国立国会図書館に依頼していただくことができます。（３）個人の登録利用者の方を対象として、コピーのため

に特定の記事や論文の掲載箇所（巻、号など）を調査するサービス。
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問
い
合
わ
せ
す
る
ん
で
す
よ
。
こ
う
い
う

状
態
で
す
け
ど
、
い
い
で
す
か
っ
て
。

電
話
で
す
か
？

基
本
は
電
話
な
ん
で
す
け
ど
、
つ
な
が
ら

な
い
時
は
メ
ー
ル
に
切
り
替
え
ま
す
。

一
日
何
回
く
ら
い
電
話
を
か
け
て
ま
す
か
？

日
に
よ
り
ま
す
け
ど
、
ず
っ
と
誰
か
し
ら

が
電
話
し
て
ま
す
。
1
台
、
遠
隔
複
写
専

用
の
電
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
だ
い
た

い
誰
か
が
電
話
か
け
た
り
、
か
か
っ
て
来

た
り
し
て
。
私
こ
の
4
月
に
異
動
し
て
き

て
「
な
ん
て
忙
し
そ
う
な
職
場
な
ん
だ
ろ

う
！
」
っ
て
思
っ
て
（
笑
）。
あ
と
、
肉

体
労
働
。資
料
を
運
ん
で
き
て
確
認
し
て
、

複
写
業
者
の
方
に
持
っ
て
い
っ
て
。
だ
か

ら
加
藤
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
「
工

場
」
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
の
は
、
本
当

に
そ
の
と
お
り
だ
な
と
。

利
用
者
の
方
と
接
す
る
の
は
電
話
と
メ
ー

ル
だ
け
で
す
か
？

遠
隔
複
写
と
は
別
に
、
来
館
複
写
の
カ
ウ

ン
タ
ー
当
番
も
あ
る
ん
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
分
厚
く
て
、
研
修
も
1
か
月
以
上
。

同
じ
業
務
を
す
る
人
が
何
十
人
も
い
る
の

で
、
齟
齬
が
出
な
い
よ
う
に
。

来
館
だ
と
そ
の
場
で
判
断
し
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
で
す
も
ん
ね
。

じ
っ
く
り
悩
ん
で
ら
れ
な
い
で
す
。で
も
、

遠
隔
複
写
の
経
験
が
糧
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
か
、判
断
の
役
に
立
っ
て
い
る
な
と
。

じ
つ
は
学
生
の
頃
に
来
館
複
写
を
利
用
し

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
時
の

記
憶
で
は
複
写
カ
ウ
ン
タ
ー
が
自
分
の
頭

よ
り
も
1
ｍ
か
2
ｍ
く
ら
い
高
い
壁
の
上

に
あ
っ
た
よ
う
な
。

壁
の
上
に
あ
る
!?

緊
張
し
す
ぎ
て
、
心
の
壁
を
物
理
的
な
壁

の
記
憶
に
書
き
換
え
て
た
の
か
な
っ
て

（
笑
）。
だ
か
ら
今
は
な
る
べ
く
利
用
者
の

方
に
敷
居
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
ま
す
。

や
り
が
い
は
ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

日
々
い
ろ
ん
な
資
料
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と

で
す
ね
。
ど
ん
な
分
野
に
も
専
門
誌
っ
て

あ
る
ん
だ
な
、
と
か
。
人
の
営
み
の
多
様

さ
っ
て
い
う
ん
で
す
か
。
果
て
し
な
い
気

持
ち
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
（
笑
）。

果
て
し
な
い
気
持
ち
！

蔵
書
の
分
野
の
多
様
性
に
目
が
く
ら
み
そ

う
に
な
っ
て
。
す
ご
く
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
辞

書
と
か
、
大
学
の
ゼ
ミ
の
発
表
資
料
を
束

ね
て
刊
行
し
た
資
料
と
か
。
出
版
し
た
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、複
写
し
た
い
人
が
い
る
。

運
命
の
出
会
い
の
現
場
に
い
る
っ
て
い
う

ん
で
す
か
。

運
命
の
出
会
い
（
笑
）。

だ
か
ら
こ
そ
、
コ
ピ
ー
を
受
け
取
っ
た
時

に
、
残
念
な
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
く
な

い
な
っ
て
願
っ
て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
は

ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
っ
て
い
う
の
は
、
お

互
い
に
悲
し
い
の
で
。
だ
か
ら
み
ん
な
毎

日
、一
所
懸
命
問
い
合
わ
せ
し
て
ま
す
ね
。

「
遠
隔
」
と
い
っ
て
も
、
け
っ
こ
う
利
用

者
の
方
と
の
距
離
は
近
く
に
感
じ
ま
す
。

個
人
の
方
と
も
そ
う
で
す
し
、
図
書
館
経

由
で
も
申
込
み
が
入
る
の
で
各
地
の
図
書

館
の
職
員
の
方
と
も
お
話
し
し
ま
す
。

コ
ピ
ー
を
入
手
し
た
ら
い
っ
た
ん
、
当
館

で
の
目
的
は
終
わ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
か
ら
一
つ
の
ゴ
ー
ル
で
す
よ
ね
。

こ
こ
ま
で
く
る
の
に
ど
れ
く
ら
い
苦
労
し

た
ん
だ
ろ
う
、と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
、
無
事
に
入
手
で
き
て
喜
ん
で
も

ら
え
た
ら
い
い
な
っ
て
、
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
す
。

◆　
◆　
◆

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
課
文
献
提
供
係
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

国
会
議
員
事
務
所
か
ら
依
頼
さ
れ
た
文
献

を
提
供
し
て
ま
し
た
。
隣
の
連
絡
調
整
係

の
仕
事
の
一
部
を
手
伝
っ
て
い
て
、
調
査

の
依
頼
の
電
話
を
受
け
て
、
各
課
に
振
り

分
け
る
仕
事
、
あ
と
た
ま
に
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
も
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。そ
の
後
、連
絡
調
整
係
に
異
動
に
な
っ

て
、
本
格
的
に
調
査
の
依
頼
の
受
け
付
け

で
、
そ
の
時
も
一
日
中
電
話
（
笑
）。

（上）誰が複写箇所特定などの作業をしているかを示すた

めに資料に挟む札。（下）複写受託センターへの指示や利

用者の方へのご連絡のため、複写申込書に押すハンコなど。
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そ
の
後
、
外
交
防
衛
課
に
異
動
さ
れ
ま
し

た
ね
。

調
査
業
務
の
担
当
と
し
て
は
国
際
法
の
分

野
で
、
先
輩
職
員
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

ら
っ
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
文
章
を
書

く
作
業
が
多
か
っ
た
の
で
、
文
章
を
手
早

く
書
く
、
い
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
り

ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
安
全
保
障
関
連
法
案
の
審
議
が

行
わ
れ
て
い
た
頃
で
し
た
。
調
査
の
依
頼

が
あ
っ
た
ら
新
聞
の
記
事
を
す
ぐ
に
提
供

で
き
る
よ
う
に
分
類
し
て
整
理
し
て
、
っ

て
い
う
作
業
も
一
所
懸
命
や
っ
て
い
ま
し

た
。
ピ
ー
ク
時
は
、
紙
面
の
半
分
く
ら
い

が
安
全
保
障
関
連
法
案
に
関
す
る
記
事

だ
っ
た
ん
で
す
。
ど
う
整
理
し
て
お
け
ば

目
的
の
記
事
に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス
で
き
る

か
。
賛
成
反
対
で
分
け
る
、
有
識
者
が
書

い
た
論
説
、
連
載
記
事
か
そ
う
で
な
い
記

事
か
、
と
か
。
新
聞
だ
け
じ
ゃ
な
く
雑
誌

も
。
整
理
し
て
分
類
し
て
提
供
す
る
、
あ

る
意
味
、
図
書
館
っ
ぽ
い
仕
事
か
も
？

国
政
審
議
の
た
め
に
資
料
を
準
備
し
て
お

く
っ
て
こ
と
で
す
も
ん
ね
。

私
が
異
動
し
た
後
も
、
便
利
だ
ね
っ
て
活

用
し
て
く
れ
た
方
が
い
た
そ
う
で
す
。
漫

然
と
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
す
る
だ

け
で
は
何
百
件
も
ヒ
ッ
ト
し
ち
ゃ
う
の

で
、
ど
う
し
た
ら
効
率
よ
く
必
要
な
記
事

を
探
せ
る
の
か
は
い
つ
も
考
え
て
い
ま
し

た
ね
。

電
子
情
報
部
電
子
情
報
流
通
課
情
報
流
通

係
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
か
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
二
次

利
用
、「
転
載
」
の
窓
口
で
す
。
こ
れ
は

保
護
期
間
満
了
だ
か
ら
問
い
合
わ
せ
不
要

で
す
よ
、
こ
れ
は
許
諾
が
な
い
と
ダ
メ
で

す
よ
、
と
い
う
お
返
事
を
し
た
り
。
出
版

社
や
マ
ス
コ
ミ
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ

せ
が
多
か
っ
た
で
す
。

あ
と
、
そ
れ
と
は
別
に
、
ひ
な
ぎ
く
（
東

日
本
大
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
）
も
担
当
し
て

い
ま
し
た
。決
裁
文
書
の
起
案
が
多
く
て
、

起
案
文
書
作
る
の
が
け
っ
こ
う
楽
し
か
っ

た
で
す
。

そ
れ
は
珍
し
い
で
す
ね
。

公
的
機
関
っ
て
、
文
書
が
す
べ
て
じ
ゃ
な

い
で
す
か
。
紙
１
枚
が
、
あ
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
根
拠
に
な
っ
た
り
す
る
。
命

が
吹
き
込
ま
れ
る
み
た
い
で
、
面
白
い

な
っ
て
。

な
る
ほ
ど
。

ひ
な
ぎ
く
は
、
い
ろ
ん
な
機
関
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
一
度
に
ま
と
め
て
検
索
で
き

る
っ
て
い
う
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
の
で
、

メ
タ
デ
ー
タ
を
手
動
で
加
工
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
。
そ
れ
ま
で
エ

ク
セ
ル
っ
て
ま
と
も
に
使
っ
た
こ
と
な

か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
ひ
な
ぎ
く
で
は
も

う
、
何
百
件
、
何
千
件
の
デ
ー
タ
を
扱
う

の
で
、
関
数
な
ど
デ
ー
タ
を
一
気
に
処
理

す
る
方
法
を
覚
え
ま
し
た
。

以
前
、
館
内
ス
コ
ー
プ
を
書
き
ま
し
た（

４
）ね

。

エ
ク
セ
ル
で
他
機
関
か
ら
き
た
デ
ー
タ
を

ひ
な
ぎ
く
に
合
う
よ
う
に
変
え
た
り
す
る

ん
で
す
よ
ね
？

目
視
で
全
部
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
専
用

の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
デ
ー
タ
の
差
分
を
あ

ぶ
り
出
す
。
機
械
的
に
も
の
を
み
る
、
っ

て
い
う
の
が
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

◆　
◆　
◆

大
学
時
代
、
ト
ル
コ
語
を
勉
強
さ
れ
て
い

た
と
か
。

も
と
も
と
特
に
ト
ル
コ
に
強
い
関
心
が

あ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
英
語
が
好
き

で
語
学
を
や
り
た
い
な
と
思
っ
て
大
学
は

決
め
た
ん
で
す
け
ど
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら

あ
ま
り
人
が
勉
強
し
て
い
な
い
言
語
を
勉

強
し
て
み
よ
う
か
な
っ
て
。

大
学
で
は
、
ト
ル
コ
語
の
新
聞
を
翻
訳
し

て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
に
載
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
学
園
祭
で
は
ト
ル
コ

語
の
劇
も
や
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
な
ぜ
Ｎ
Ｄ
Ｌ
（
国
立
国
会
図
書
館
）

を
目
指
そ
う
と
思
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

大
学
の
卒
業
生
で
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
職
員
が
大
学

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
っ
て
い
た
ん
で

（4）本誌2017年3月号

複写申込書を専門室ごとに仕分けている棚。
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す
。
入
学
の
前
後
だ
っ
た
か
な
、「
こ
ん

な
道
が
あ
る
ん
だ
！
」
っ
て
。
そ
の
時
は

そ
れ
だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
大
学
２
年

生
の
頃
、
就
職
説
明
会
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
か
ら
説

明
し
て
く
だ
さ
る
方
が
来
て
。「
語
学
だ

け
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
語
学
と
ゆ
る

く
つ
な
が
っ
て
活
か
し
て
い
け
る
か
も
し

れ
な
い
仕
事
で
す
よ
」っ
て
話
を
さ
れ
て
、

あ
、
い
い
か
も
な
っ
て
。
そ
れ
に
、
過
去

の
知
識
を
蓄
積
し
て
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
ま
ぶ
し
い
感
じ
が

し
ま
し
た
。

ま
ぶ
し
い
感
じ
（
笑
）。
と
こ
ろ
で
、
ピ

ア
ノ
が
お
上
手
だ
と
か
。

3
才
か
ら
、
高
校
３
年
生
ま
で
習
っ
て
い

ま
し
た
。
学
校
の
勉
強
が
忙
し
く
て
も
毎

日
練
習
し
な
い
と
い
け
な
い
の
が
し
ん
ど

く
て
。
コ
ン
ク
ー
ル
と
か
も
出
さ
せ
て
も

ら
っ
て
。

そ
れ
は
す
ご
い
！

地
方
の
小
さ
い
や
つ
な
ん
で
す
け
ど
、
成

績
は
全
然
芳
し
く
な
か
っ
た
で
す
よ
。
で

も
、
大
学
に
入
学
し
て
住
ん
だ
学
生
寮
に

ピ
ア
ノ
が
あ
っ
た
ん
で
す
。
時
間
１
０
０

円
で
貸
し
て
く
れ
て
。
高
校
ま
で
は
、
毎

日
の
練
習
と
か
本
番
へ
の
苦
手
意
識
と
か

で
、
ピ
ア
ノ
が
嫌
に
な
り
そ
う
な
と
き
も

あ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
で
も
大
学
で
は
そ

う
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
な
く
て
楽
し
く

弾
け
ま
し
た
。
今
思
え
ば
続
け
て
き
て
よ

か
っ
た
な
っ
て
。

お
子
さ
ん
お
二
人
に
も
ピ
ア
ノ
を
習
わ
せ

て
た
り
し
ま
す
か
？

全
然
で
す
。
上
が
4
歳
半
で
、
下
が
2
歳

で
、
家
に
一
応
私
の
電
子
ピ
ア
ノ
が
あ
る

ん
で
す
け
ど
、
息
子
た
ち
は
道
路
と
し
か

思
っ
て
い
な
く
て
、
鍵
盤
を
ミ
ニ
カ
ー
が

走
っ
て
い
く
ん
で
す
よ
。
黒
鍵
と
黒
鍵
の

間
の
白
鍵
を
駐
車
場
に
見
立
て
て
遊
ん
だ

り
、
ひ
ど
い
で
す
（
笑
）。

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
今
は
子
育
て
が
大

変
っ
て
感
じ
で
す
か
？

子
育
て
、
仕
事
、
以
上
、
み
た
い
な
毎
日

で
す
ね
（
笑
）。
今
、
育
児
時
間
を
と
っ

て
い
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
て
。
周
り

の
人
、
職
場
と
保
育
園
の
お
か
げ
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
い
で
す
。

休
日
は
、
家
の
中
に
い
る
と
子
ど
も
が
暴

れ
ま
わ
る
の
で
、
公
園
に
連
れ
て
行
っ
て

ま
す
。で
も
私
、砂
場
あ
そ
び
と
か
苦
じ
ゃ

な
く
て
。
子
ど
も
の
遊
び
っ
て
極
め
る
と

面
白
い
ん
で
す
よ
。
た
と
え
ば
プ
ラ
レ
ー

ル
で
も
、
分
岐
を
作
り
す
ぎ
る
と
１
回
も

通
ら
な
い
線
路
が
で
き
た
り
し
て
、
も
は

や
数
学
だ
な
っ
て
（
笑
）。

◆　
◆　
◆

今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら

よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
自
分
は
ど
う

働
い
て
い
き
た
い
で
す
か
。

基
本
的
な
役
割
は
変
わ
ら
な
い
と
思
う
ん

で
す
け
ど
、
い
い
意
味
で
、
変
化
に
柔
軟

に
と
い
う
か
、
や
り
方
は
柔
軟
に
、
社
会

の
要
請
と
か
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
て
変

わ
っ
て
い
け
る
の
が
い
い
の
か
な
。
自
分

も
仕
事
を
す
る
と
き
に
、
小
さ
な
こ
と
な

ん
で
す
け
ど
、
何
の
た
め
に
や
っ
て
い
る

の
か
、
本
当
に
こ
れ
が
一
番
い
い
方
法
な

の
か
な
っ
て
い
う
の
を
考
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
な
ん
と
な
く
今
ま
で
や
っ
て

き
た
か
ら
、
で
は
な
く
て
。

あ
と
、
以
前
の
上
司
で
「
完
璧
を
求
め
が

ち
だ
け
ど
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
も
の
が
あ
る

か
ら
、
別
に
多
少
失
敗
し
て
も
い
い
と

思
っ
て
る
」
っ
て
お
っ
し
ゃ
っ
た
方
が
い

て
。
何
か
あ
っ
た
ら
責
任
を
と
っ
て
く
だ

さ
る
か
ら
こ
そ
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。

全
員
が
ミ
ス
な
く
完
璧
に
と
い
う
の
も
大

事
だ
け
れ
ど
も
、得
意
不
得
意
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
い
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
て
、

補
い
合
っ
て
、
チ
ー
ム
と
し
て
結
果
を
出

し
て
い
け
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
。

い
い
で
す
ね
！

も
ち
ろ
ん
、「
失
敗
し
て
も
い
い
や
」
っ

て
思
っ
て
仕
事
す
る
の
は
ダ
メ
で
す
け

ど
。
失
敗
し
た
時
に
、
そ
れ
を
ち
ゃ
ん
と

報
告
で
き
る
か
が
す
ご
い
大
事
だ
と
思
う

の
で
、
事
前
に
、「
多
少
の
失
敗
は
仕
方

が
な
い
」
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
と
、
何
か

あ
っ
た
時
に
報
告
し
や
す
い
で
す
よ
ね
。

私
も
人
の
い
い
と
こ
ろ
を
な
る
べ
く
見
る

よ
う
に
、
誰
に
で
も
得
意
不
得
意
が
あ
る

か
ら
お
互
い
様
っ
て
い
う
気
持
ち
で
過
ご

し
て
い
ま
す
。
尊
敬
で
き
る
上
司
や
同
僚

が
た
く
さ
ん
い
て
、
日
々
刺
激
に
な
っ
て

ま
す
。

駐車場と化している電子ピアノ



ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第
30
回

島
国
で
あ
る
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
川
や
湖
の

美
し
い
淡
水
に
も
恵
ま
れ
、
魚
介
類
は
身
近
な
存
在
と
し
て
古
く
か
ら

人
々
の
暮
ら
し
に
浸
透
し
て
い
ま
し
た
。

平
和
で
安
定
し
た
世
と
な
り
、
ま
た
交
通
網
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
で

商
品
の
流
通
が
活
発
化
し
た
江
戸
時
代
。
魚
介
類
を
め
ぐ
っ
て
も
様
々

な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
記
念
す
べ

き
第
30
回
で
は
、
江
戸
時
代
を
舞
台
に
魚
介
類
と
人
と
の
お
付
き
合
い

の
様
子
を
「
と
る
」
「
売
る
」
「
食
べ
る
」
と
い
う
3
つ
の
側
面
か
ら
ご

案
内
し
ま
す
。
当
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
魚
図
鑑
を
使
っ
た
魚
介
類
難

読
漢
字
ク
イ
ズ
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

天
下
タ
イ
平 

～
魚
と
人
の
江
戸
時
代
～



「本の万華鏡」は国立国会図書館の様々な資料を、

インターネットでご覧いただける展示会です。スマート

フォンからの閲覧にも対応しています。お手元のスクリー

ンから資料の世界をお楽しみください。

本の万華鏡 検索

とりタイ！ 
江戸時代にはさまざまな漁具や漁法が発達し、漁業も

大きく進歩していきました。錦絵や名産図会に描かれ

た日本各地の漁の様子をご覧ください。

コラム　鯨とのお付き合い 
古来日本人の重要な栄養源であり、また生活のため

の道具の材料としても用いられた鯨。その漁の様子

や弔いのために作られた鯨塚など、鯨と人のお付き

合いをご紹介します。

売りタイ！ 
冷蔵庫も冷凍庫もなく、流通にも時間がかかった時代。生鮮

食品の保存には工夫が必要でした。魚介類が加工や市場を

通じて、商品として人々の手に渡る様子をご紹介します。

付録

魚介類難読漢字クイズ 
この漢字は何と読むでしょう？

「鮟鱇」
ヒント

正解はサイトで
！

食べタイ！ 
日々の食卓に並んだ庶民のおかずから外食屋で

人々が舌鼓を打った鮨や鰻の蒲焼まで。江戸と上

方を中心に魚介類の食文化をご紹介します。

お品書き

https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/30/

https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/30/
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「
本
」
を
出
す
に
は
、
ま
ず
「
紙
」
が
必

要
だ
っ
た
。
終
戦
直
後
は
そ
の
「
紙
」
が
足

り
ず
、
当
局
と
の
交
渉
の
た
め
に
業
界
団
体

が
必
要
と
な
っ
た
。
ま
た
出
版
流
通
に
欠
か

せ
な
い
取
次
業
を
独
占
し
て
い
た
「
日
配
」

が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
閉
鎖
機
関
に
指
定
さ
れ
、
よ

り
広
い
範
囲
で
の
連
帯
が
必
要
に
な
っ
た

…
…
。

　

本
書
は
全
国
出
版
協
会
（
全
協
）
の
歴
史

を
、
こ
う
し
た
黎
明
期
か
ら
語
り
起
こ
し
て

い
く
。
用
紙
割
当
の
統
制
廃
止
、
出
版
物
の

事
業
税
免
除
の
実
現
な
ど
、
第
１
章
の
前
半

部
で
は
終
戦
直
後
の
混
乱
し
た
時
代
に
全
協

が
か
か
わ
っ
た
活
動
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
後
半
部
か
ら
は
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
全
協
の
事
業
の
柱
と
な
る
「
出
版
科
学

研
究
所
（
出
科
研
）」
が
登
場
す
る
。
出
科

研
は
出
版
流
通
に
か
か
る
「
科
学
的
」
研
究

と
調
査
を
志
向
し
て
お
り
、
統
計
資
料
や
そ

の
分
析
デ
ー
タ
の
作
成
、
刊
行
を
続
け
て
い

る
。

　

第
２
章
で
は
、
そ
の
出
科
研
の
歴
史
が
記

述
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
出
版
を
取

り
巻
く
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
統
計
・
調
査

手
法
を
変
え
つ
つ
も
一
貫
し
て
「
科
学
的
」

デ
ー
タ
に
こ
だ
わ
り
、
出
版
文
化
を
把
握
し

よ
う
と
し
て
き
た
そ
の
道
程
が
、
具
体
的
な

数
字
の
変
遷
と
と
も
に
語
ら
れ
て
い
る
。
す

な
わ
ち
こ
の
第
２
章
は
、
出
科
研
の
み
な
ら

ず
、
出
版
業
界
の
歴
史
で
あ
る
。

　

特
に
「
２
‐
５
」
は
各
年
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
や
創
刊
誌
・
出
版
業
界
の
動
向
な
ど
が

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
戦
後
出
版
界
の
状
況

を
一
通
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
学
書
で

は
１
９
４
６
年
に
『
腕
く
ら
べ
』
の
再
販

が
、
１
９
５
６
年
に
『
太
陽
の
季
節
』
が
、

１
９
６
８
年
に
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
が
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
時
代
の

空
気
を
感
じ
る
。

　

第
３
章
で
は
「
雑
誌 

創
刊
・
休
刊
点
数
」

な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
デ
ー
タ
が
見
開
き
・

図
表
付
き
で
掲
載
さ
れ
、
解
説
が
付
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
「
文
庫
本
」
の
項
目
で
は
、

ス
マ
ホ
の
普
及
と
の
関
連
が
グ
ラ
フ
で
示
さ

れ
て
お
り
、
我
々
が
肌
で
感
じ
取
る
変
化
を

デ
ー
タ
の
視
点
か
ら
裏
付
け
、
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

第
４
章
は
趣
を
変
え
、
全
協
が
「
文
字
・

活
字
文
化
振
興
法
」
の
公
布
・
施
行
に
伴
っ

て
開
始
し
た
、「
高
橋
松
之
助
記
念
顕
彰
事

業
」
と
「
朝
の
読
書
」
の
関
連
事
業
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。「
朝
の
読
書
」
は
毎
朝
の
始

業
前
の
10
分
、
教
師
と
生
徒
が
自
分
で
選
ん

だ
本
を
一
斉
に
読
む
と
い
う
活
動
で
、
私
自

身
、
こ
の
活
動
で
高
校
時
代
に
シ
ュ
リ
ー
マ

ン
の
『
古
代
へ
の
情
熱
』
を
読
ん
だ
記
憶
が

あ
る
。
こ
う
し
た
地
道
な
読
書
の
普
及
活
動

が
、
結
果
と
し
て
出
科
研
が
扱
う
よ
う
な
マ

ク
ロ
な
デ
ー
タ
に
影
響
を
与
え
て
い
く
の
だ

ろ
う
。

　

本
書
は
全
協
と
い
う
ひ
と
つ
の
団
体
だ
け

で
な
く
、
出
版
の
た
め
に
必
要
だ
っ
た
も
の

が「
紙
」か
ら「
流
通
網
」、そ
し
て「
デ
ー
タ
」

へ
と
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
70
年
を
多
角
的

に
通
覧
で
き
る
一
冊
だ
と
言
え
よ
う
。
戦
後

の
出
版
業
界
を
学
習
・
研
究
す
る
に
あ
た
っ

て
是
非
一
度
、
手
に
取
っ
て
頂
き
た
い
。

（
千
歳 

誠
之
）

全国出版協会70年史
1949-2019
全国出版協会・出版科学研究所
2020.5　103p；30cm
<請求記号 UE3-M2>

※本書は全国出版協会ホームページで PDFが閲覧可能です（3章のみ有料）。
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関
西
館
資
料
展
示
（
第
29
回
）

「
結
構
毛
だ
ら
け
ネ
コ
本
だ
ら
け
」

　

突
然
で
す
が
、
あ
な
た
は
ネ
コ
が
好
き
で
す
か
？　

の
ん
び

り
マ
イ
ペ
ー
ス
な
と
こ
ろ
が
い
い
？　

ふ
わ
ふ
わ
の
毛
？ 

　

た
と
え
苦
手
で
も
興
味
が
な
く
て
も
、
ネ
コ
は
人
と
生
活
圏

を
長
く
共
に
し
て
き
た
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
ネ
コ
が
人
に
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
は
る
か
新

石
器
時
代
ま
で
遡
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
神
聖
な
存
在
と
し

て
信
仰
の
対
象
に
な
る
一
方
で
、
狡
猾
・
不
気
味
と
い
っ
た
理

由
か
ら
虐
げ
ら
れ
る
な
ど
、
時
代
や
文
化
に
よ
っ
て
も
、
ネ
コ

へ
の
対
し
方
は
様
々
。
そ
の
近
し
い
存
在
ゆ
え
に
人
に
翻
弄
さ

れ
て
き
た
と
も
い
え
ま
す
。
近
年
は
飼
育
頭
数
が
イ
ヌ
の
数
を

超
え
、
更
に
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
の
影
響
を
受
け
た
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム

に
よ
り
そ
の
数
は
増
え
て
い
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
、
ネ
コ
の
諸
相
を
、
科
学
・
生
物
学
、
ネ
コ
と

人
と
の
文
化
・
社
会
的
な
関
わ
り
、
表
現
・
創
作
物
の
モ
チ
ー

フ
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
当
館
所
蔵
の
文
献
を
用
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
２
０
２
２
年
２
月
と
い
う
、
ニ
ャ
ン
（
２
）
続
き
の

こ
の
時
に
、
ネ
コ
好
き
も
そ
う
で
な
い
人
も
、
ネ
コ
を
知
り
こ

れ
か
ら
の
共
生
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
開
催
期
間　

２
月
17
日
（
木
）
～
３
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

※
日
曜
・
祝
日
を
除
く

○
開
催
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

○
会
場　

関
西
館 

閲
覧
室
（
地
下
１
階
）

○
問
合
せ
先　

 

関
西
館 

資
料
案
内

　
　
　
　
　
　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
４
１

　

ま
た
、
関
連
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
演
題　

も
っ
と
知
り
た
い
！
ネ
コ
ご
こ
ろ

○
講
師　

髙
木
佐
保
（
麻
布
大
学
特
別
研
究
員
）

○
日
時　

２
月
26
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
　
　
　

※
講
演
後
、当
館
職
員
に
よ
る
展
示
紹
介
を
約
10 

分
行
い
ま
す
。　

○
定
員　

１
０
０
名
（
事
前
申
込
制
・
先
着
順
・
参
加
費
無
料
）

○
開
催
方
法　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（W

ebex Events

使
用
）

○  

申
込
方
法　

講
演
会
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ホ 

ー
ム
ペ
ー
ジ>

サ
ー
ビ
ス
・
国
会
関
連

情
報 >

イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報>

展

示
会
ペ
ー
ジ>

講
演
会
ペ
ー
ジ

中
国
国
家
図
書
館
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
業
務
交
流

　

令
和
３
年
11
月
30
日
に
中
国
国
家
図
書
館
（
Ｎ
Ｌ
Ｃ
）
と
の

業
務
交
流
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

両
館
の
館
長
に
よ
る
会
談
後
、
当
館
か
ら
は
Ａ
Ｉ
技
術
を
用

い
て
開
発
し
た
実
験
サ
ー
ビ
ス
「
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
」
を
中
心
に
、
次
世
代
シ
ス
テ
ム
開
発
研
究
室
の
調
査
研

究
活
動
と
そ
の
成
果
に
つ
い
て
、Ｎ
Ｌ
Ｃ
か
ら
は「
全
国
ス
マ
ー

ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
」
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
構

想
と
、
イ
ン
フ
ラ
構
築
、
ナ
レ
ッ
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
統
合
・
管

理
等
の
重
点
的
取
組
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

『百猫画譜』仮名垣魯文 
編、立斎広重 画、和同
開珍社　明11<請求記
号 209-312>
仮名垣魯文の発刊した
雑誌『魯文珍報』から
ネコの特集号を単行本
としたものです。挿絵
のネコは三代歌川広重
によって描かれたもの。
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資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

○
東
京
本
館
所
蔵
の
国
内
刊
行
雑
誌
等　

62
タ
イ
ト
ル

　
　

約
２
、６
２
０
冊

○
東
京
本
館
所
蔵
の
議
会
官
庁
資
料　

21
タ
イ
ト
ル　

約
４
０
５
冊

　

→
利
用
休
止
期
間
：
令
和
４
年
３
月
25
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で(

予
定)

○
関
西
館
所
蔵
の
博
士
論
文　

約
６
、０
０
０
点

　

→
利
用
休
止
期
間
：
令
和
４
年
３
月
16
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で（
予
定
）

○
関
西
館
所
蔵
の
旧
植
民
地
刊
行
雑
誌
等　

13
タ
イ
ト
ル　

約
80
冊

　

→
利
用
休
止
期
間
：
令
和
４
年
３
月
16
日
か
ら
10
月
７
日
ま
で（
予
定
）

※
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

の
書
誌
詳
細
画
面
の
所
蔵
一
覧
で
、「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の

た
め
」
の
表
示
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
事
前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>

資
料
の
保

存>

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て> 

デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
伴
う
原

資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て 

に
掲
載
し
て
い
ま
す 

。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
の
文
化
的
資
産
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
９
０
号

　

ア 

メ
リ
カ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
法
制
―
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
マ
チ
ュ
ア

ス
ポ
ー
ツ
法
を
中
心
に
―

　

ア
メ
リ
カ
の
２
０
１
７
年
気
象
研
究
及
び
予
報
の
革
新
法

　

ド 

イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
男
女
平
等
立
法
―
第
2
次
指
導
的
地

位
法
に
至
る
ま
で
―

　

韓
国
の
重
大
災
害
の
処
罰
及
び
防
止
に
関
す
る
法
整
備

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
５
２
号　

小
特
集
「
国
民
投
票
運
動
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
規
制
」

<

緒
言>

国
民
投
票
運
動
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
規
制
（
解
説
）

英
国
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
お
け
る
投
票
運
動
規
制
―
そ
の
現
状
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
投
票
運
動
へ
の
導
入
に
向
け
た
動
向
―

フ
ラ
ン
ス
の
国
民
投
票
運
動
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
規

制
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
政
治
広
告
の
規
制
を
め
ぐ
る

動
向
―
憲
法
改
正
国
民
投
票
の
観
点
か
ら
―

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
け
る
州
民
投
票
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告

規
制

Ｅ
Ｕ
炭
素
国
境
調
整
措
置
構
想
の
概
要
と
課
題
―
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
と
の

整
合
性
及
び
パ
リ
協
定
と
の
調
和
―

国
際
機
関
の
分
担
金
・
任
意
拠
出
金

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
５
０
号

　

紀 

要
論
文
等
の
書
誌
情
報
流
通
に
お
け
る
課
題
と
「
文
化
財
論
文
ナ

ビ
」
の
取
組

　

教 

員
と
連
携
し
た
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
実
践
― 

名
古
屋
大
学

附
属
図
書
館
の
取
り
組
み
―

　

大 

学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
統
合
に
関
す
る

モ
デ
ル
お
よ
び
理
論

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

電 

子
書
籍
を
中
心
と
し
た
公
貸
権
制
度
を
め
ぐ
る
２
０
０
５ 

年
以

降
の
国
際
動
向

<

研
究
文
献
レ
ビ
ュ
ー>

　

東
日
本
大
震
災
と
図
書
館

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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